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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　持続的スケジューリングを用いることによりＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔ
ｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）パケットを伝送する方法であって、
　前記方法は、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）により実行され、
　前記方法は、
　基地局からスケジューリング情報が受信されたときに、資源割当を用いて前記持続的ス
ケジューリングを活性化することにより、ＶｏＩＰパケットの伝送のための無線資源を割
り当てることであって、前記スケジューリング情報は、前記資源割当と、第１値を示すＮ
ＤＩ（Ｎｅｗ　Ｄａｔａ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）とを含み、前記資源割当は、前記無線資
源を示し、前記スケジューリング情報は、前記スケジューリング情報に対して割り当てら
れる持続的Ｃ－ＲＮＴＩでマスキングされる、ことと、
　ＶｏＩＰサービスを第１区間から第２区間に切り替えることであって、前記第１区間に
おいて前記持続的スケジューリングが最初に適用され、前記第２区間において前記持続的
スケジューリングが変更され、前記持続的スケジューリングは、前記基地局から、前記持
続的Ｃ－ＲＮＴＩでマスキングされるさらなるスケジューリング情報であって、さらなる
ＮＤＩを含むさらなるスケジューリング情報が受信されたときに変更され、前記さらなる
ＮＤＩは、前記第１値を示す、ことと
　を含む、方法。
【請求項２】
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　前記資源割当は、ダウンリンク用である、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、ＶｏＩＰサービスのためのＶｏＩＰパケッ
トの伝送方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　次世代移動通信システムは、以前世代の移動通信システムのように単純な無線通信サー
ビスにとどまらず、有線通信ネットワークと無線通信ネットワークとの効率的連動及び統
合サービスを目標として標準化されている。このように、音声中心のサービスを超えて映
像、無線データなどの多様な情報を処理して伝送することができる高速大容量通信システ
ムが要求されることによって、無線通信ネットワークに有線通信ネットワークの容量（ｃ
ａｐａｃｉｔｙ）に近接する大容量データが伝送できる技術開発が要求されている。
【０００３】
　３世帯以後のシステムで考慮されているシステムのうち一つが低い複雑度によりシンボ
ル間干渉（ｉｎｔｅｒ－ｓｙｍｂｏｌ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）効果を減殺させるこ
とができる直交周波数分割多重（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ；以下、ＯＦＤＭ）システムである。ＯＦＤＭは、
直列に入力されるデータシンボルをＮ個の並列データシンボルに変換して、各々分離され
たＮ個の副搬送波（ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ）に載せて送信する。副搬送波は、周波数次元
で直交性を維持するようにする。各々の直交チャネルは、相互独立的な周波数選択的フェ
ーディング（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ｆａｄｉｎｇ）を経験するよう
になり、伝送されるシンボルの間隔が長くなりシンボル間干渉が最小化されることができ
る。直交周波数分割多重接続（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ；以下、ＯＦＤＭＡ）は、ＯＦＤＭを変調方式
に使用するシステムにおいて利用可能な副搬送波の一部を各使用者に独立的に提供して多
重接続を実現する多重接続方法をいう。ＯＦＤＭＡは、副搬送波という周波数資源を各使
用者に提供して、各々の周波数資源は、複数の使用者に独立的に提供されてお互いに重な
らないことが一般的である。結局、周波数資源は使用者ごとに相互排他的に割り当てられ
る。
【０００４】
　基地局は、限定された無線資源を效率的に使用するために無線資源をスケジューリング
する。使用者に割り当てられる無線資源として伝送されるデータパケットがない場合、基
地局は、使われていない無線資源を他の使用者が使用することができるようにスケジュー
リングして無線資源の効率性を高める。このように送受信するデータパケットがない使用
者には無線資源を割り当てなく、送受信するデータパケットがある使用者には無線資源を
割り当てて、周波数上または時間上で一定の周期ごとに動的に無線資源を割り当てる方式
を動的スケジューリング（ｄｙｎａｍｉｃ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）という。
【０００５】
　然しながら、ＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ
）サービスでは使用者に割り当てられる無線資源としてＶｏＩＰパケットが伝送されない
場合にもＶｏＩＰセッションが終了される時まで持続的に資源を割り当てる。このように
一回割り当てられた無線資源を一定時間の間に維持する割当方式を持続的スケジューリン
グ（ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）といい、これは限定された無線資源
の効率性を落とす原因となる。
【０００６】
　ＶｏＩＰサービスにおいて、限定された無線資源を效率的に管理することができる方法
が要求される。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、ＶｏＩＰサービスにおいて、限定された無線
資源を效率的に使用することができるようにするＶｏＩＰパケットの伝送方法を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様によると、ＶｏＩＰパケットを伝送する方法は、使用者にＶｏＩＰパケ
ットの伝送のための無線資源を割り当てる段階、前記無線資源を介して前記ＶｏＩＰパケ
ットの伝送される対話区間（ｔａｌｋ　ｐｅｒｉｏｄ）から前記ＶｏＩＰパケットの伝送
されない沈黙区間（ｓｉｌｅｎｃｅ　ｐｅｒｉｏｄ）に切り替える段階、前記沈黙区間中
に前記無線資源を解除する段階、及び前記無線資源を再割当して前記対話区間に切り替え
る段階、を含む。
【０００９】
　本発明の他の態様によると、ＶｏＩＰサービスのために割り当てられた無線資源を介し
てＶｏＩＰパケットを伝送する方法は、前記無線資源を介して前記ＶｏＩＰパケットの伝
送される対話区間（ｔａｌｋ　ｐｅｒｉｏｄ）中に前記ＶｏＩＰパケットを伝送する段階
、及び前記対話区間から前記ＶｏＩＰパケットの伝送されない沈黙区間（ｓｉｌｅｎｃｅ
　ｐｅｒｉｏｄ）への切り替えを指示する沈黙記述子を伝送する段階、を含み、前記沈黙
区間中に前記無線資源は解除される。
【００１０】
　本発明の他の態様によると、ＶｏＩＰパケットの伝送方法を提供する。前記方法は、Ｖ
ｏＩＰパケットの伝送されない沈黙区間で、データの伝送に必要な無線資源の割当を要請
する専用スケジューリング要請メッセージを基地局に伝送する段階、前記無線資源を一定
時間間隔に持続的に割り当てる持続的スケジューリング情報、及び前記無線資源を順次的
に割り当てる動的スケジューリング情報のうちから選択されたスケジューリング情報を前
記基地局から受信する段階、及び前記無線資源を用いて情報パケットを前記基地局に伝送
する段階、を含む。
【００１１】
　本発明の他の態様によると、ＶｏＩＰパケットの伝送方法を提供する。前記方法は、無
線資源を一定時間間隔に持続的に割り当てる持続的スケジューリング情報を受信する段階
、前記無線資源を用いてアップリンクデータを伝送する段階、前記アップリンクデータを
バッファ（ｂｕｆｆｅｒ）から除去（ｆｌｕｓｈ）する時点を提供するタイマを駆動する
段階、及び前記タイマが満了される時まで新たな持続的スケジューリング情報が伝送され
ない場合、前記アップリンクデータを前記バッファから除去（ｆｌｕｓｈ）し、前記無線
資源を用いて新しいアップリンクデータを伝送する段階、を含む。前記アップリンクデー
タはＶｏＩＰパケットであってもよい。または、前記アップリンクデータは非音性データ
であってもよい。前記タイマの満了される前に新たな持続的スケジューリング情報が伝送
される場合、前記新たな持続的スケジューリング情報に従って前記アップリンクデータを
再伝送する段階、をさらに含むことができる。
【００１２】
　本発明の他の態様によると、ＶｏＩＰサービスの提供方法を提供する。前記方法は、持
続的スケジューリングの適用されるＶｏＩＰサービスの準備に必要な準備情報を含む第１
設定情報を伝送する段階、前記ＶｏＩＰサービスの活性化を開始する第２設定情報を伝送
する段階、及び前記第１及び第２設定情報を用いて前記ＶｏＩＰサービスを活性化する段
階、を含む。前記第１設定情報は、ＶｏＩＰパケットの伝送に用いられる無線資源が割り
当てられる時間的間隔を示す持続的スケジューリング間隔を含み、前記第２設定情報は、
前記持続的スケジューリングによりＶｏＩＰパケットの送受信が発生する活性化開始時点
及び資源割当情報を含み、前記ＶｏＩＰサービスを活性化する段階は、前記活性化開始時
点から前記持続的スケジューリング間隔に前記資源割当情報に従って前記ＶｏＩＰパケッ
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トを伝送する段階を含むことができる。
【００１３】
　本発明の他の態様によると、ＨＡＲＱ（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅ
ａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を用いるＶｏＩＰパケットの伝送方法を提供する。前記方法は、
持続的スケジューリングの適用される第１伝送時点で第１ＶｏＩＰパケットを伝送する段
階、及び前記第１ＶｏＩＰパケットに関するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号の受信如何と関係なく
前記持続的スケジューリングの適用される第２伝送時点で第２ＶｏＩＰパケットを伝送す
る段階、を含む。前記第２伝送時点以前に前記第１ＶｏＩＰパケットに関するＮＡＣＫ信
号を受信する場合、前記第１ＶｏＩＰパケットの再伝送を担当するＨＡＲＱプロセスを用
いて前記第１ＶｏＩＰパケットを再伝送する段階、を含む。前記ＨＡＲＱプロセスは複数
であってもよい。
　本発明は、たとえば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　使用者にＶｏＩＰパケットの伝送のための無線資源を割り当てる段階；
　前記無線資源を介してＶｏＩＰサービスを前記ＶｏＩＰパケットの伝送される対話区間
（ｔａｌｋ　ｐｅｒｉｏｄ）から前記ＶｏＩＰパケットの伝送されない沈黙区間（ｓｉｌ
ｅｎｃｅ　ｐｅｒｉｏｄ）に切り替える段階；
　前記沈黙区間中に前記無線資源を解除する段階；及び、
　前記無線資源を再割当して前記ＶｏＩＰサービスを前記対話区間に切り替える段階；
　を含む、ＶｏＩＰパケットを伝送する方法。
（項目２）
　前記使用者からスケジューリング要請メッセージを受信すると、前記無線資源を再割当
する、項目１に記載のＶｏＩＰパケットを伝送する方法。
（項目３）
　前記スケジューリング要請メッセージに対する応答としてスケジューリング情報を伝送
する段階をさらに含む、項目２に記載のＶｏＩＰパケットを伝送する方法。
（項目４）
　前記沈黙区間に切り替え前に、前記使用者は、対話区間から沈黙区間への切り替えを示
す沈黙記述子を受信する段階をさらに含む、項目１に記載のＶｏＩＰパケットを伝送する
方法。
（項目５）
　ＭＡＣまたはＲＬＣレベルメッセージを伝送して前記沈黙区間に切り替える、項目１に
記載のＶｏＩＰパケットを伝送する方法。
（項目６）
　前記ＭＡＣまたはＲＬＣレベルメッセージは、バッファ状態報告（Ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔ
ａｔｕｓ　ｒｅｐｏｒｔ）メッセージである、項目５に記載のＶｏＩＰパケットを伝送す
る方法。
（項目７）
　ＶｏＩＰサービスのために割り当てられた無線資源を介してＶｏＩＰパケットを伝送す
る方法において、
　前記無線資源を介して　対話区間（ｔａｌｋ　ｐｅｒｉｏｄ）中に前記ＶｏＩＰパケッ
トを伝送する段階；及び、
　前記対話区間から前記ＶｏＩＰパケットの伝送されない沈黙区間（ｓｉｌｅｎｃｅ　ｐ
ｅｒｉｏｄ）への切り替えを指示する沈黙記述子を伝送する段階；を含み、前記沈黙区間
中に前記無線資源は解除される、ＶｏＩＰパケットを伝送する方法。
（項目８）
　前記沈黙記述子は、上位階層からのＶｏＩＰパケットの大きさが予め決められる基準値
より小さい場合に生成される、項目７に記載のＶｏＩＰパケットを伝送する方法。
（項目９）
　ＶｏＩＰパケットの伝送されない沈黙区間で、データの伝送に必要な無線資源の割当を
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要請する専用スケジューリング要請メッセージを基地局に伝送する段階；
　前記無線資源を一定時間間隔に持続的に割り当てる持続的スケジューリング情報及び前
記無線資源を順次的に割り当てる動的スケジューリング情報のうちから選択されたスケジ
ューリング情報を前記基地局から受信する段階；及び、
　前記無線資源を用いて情報パケットを前記基地局に伝送する段階；
　含む、ＶｏＩＰパケットの伝送方法。
（項目１０）
　前記持続的スケジューリング情報は、持続的アップリンクグラントであり、前記動的ス
ケジューリング情報は、動的アップリンクグラントである、項目９に記載のＶｏＩＰパケ
ットの伝送方法。
（項目１１）
　前記選択されたスケジューリング情報が持続的スケジューリング情報であり、前記デー
タが非音性データである場合、前記情報パケットは、動的スケジューリング情報の伝送を
前記基地局に要請する動的スケジューリング要請メッセージである、項目９に記載のＶｏ
ＩＰパケットの伝送方法。
（項目１２）
　前記動的スケジューリング要請メッセージを伝送した後、動的スケジューリング情報を
前記基地局から受信する段階；及び、
　前記動的スケジューリング情報に従って非音性データを前記基地局に伝送する段階；
　を含む、項目１１に記載のＶｏＩＰパケットの伝送方法。
（項目１３）
　前記動的スケジューリング要請メッセージは、ＭＡＣ階層で生成されるＭＡＣ制御メッ
セージである、項目１１に記載のＶｏＩＰパケットの伝送方法。
（項目１４）
　前記動的スケジューリング要請メッセージは、ＲＬＣ階層で生成されるＲＬＣ制御メッ
セージである、項目１１に記載のＶｏＩＰパケットの伝送方法。
（項目１５）
　前記情報パケットが沈黙挿入記述子（ｓｉｌｅｎｃｅ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ　ｄｅｓｃ
ｒｉｐｔｏｒ；ＳＩＤ）である場合、それ以上伝送するデータの無いことを示す資源解除
インジケータを前記基地局に伝送する段階をさらに含む、項目９に記載のＶｏＩＰパケッ
トの伝送方法。
（項目１６）
　前記資源解除インジケータは、バッファ状態報告（ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ　ｒｅ
ｐｏｒｔ）を示すＭＡＣメッセージである、項目１５に記載のＶｏＩＰパケットの伝送方
法。
（項目１７）
　前記選択されたスケジューリング情報が持続的スケジューリング情報であり、前記デー
タがＶｏＩＰパケットである場合、前記情報パケットは、前記ＶｏＩＰパケットである、
項目９に記載のＶｏＩＰパケットの伝送方法。
（項目１８）
　前記選択されたスケジューリング情報が動的スケジューリング情報であり、前記データ
が非音性データである場合、前記情報パケットは、前記非音性データである、項目９に記
載のＶｏＩＰパケットの伝送方法。
（項目１９）
　前記専用スケジューリング要請メッセージは、非コヒーレント（ｎｏｎ－ｃｏｈｅｒｅ
ｎｔ）検出により検出される信号である、項目９に記載のＶｏＩＰパケットの伝送方法。
（項目２０）
　前記専用スケジューリング要請メッセージは、前記データがＶｏＩＰパケットであるか
、または非音性データであるかを示す、項目１９に記載のＶｏＩＰパケットの伝送方法。
（項目２１）
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　前記専用スケジューリング要請メッセージは、前記データがＶｏＩＰパケットであるか
、非音性データであるか、または沈黙挿入記述子（ｓｉｌｅｎｃｅ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ
　ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ；ＳＩＤ）であるかを示す、項目１９に記載のＶｏＩＰパケット
の伝送方法。
 
【発明の効果】
【００１４】
　ＶｏＩＰサービスにおいて、沈黙区間（Ｓｉｌｅｎｃｅ　ｐｅｒｉｏｄ）と対話区間（
Ｔａｌｋ　ｐｅｒｉｏｄ）に対する情報を端末と基地局が相互交換して、持続的に割り当
てられるＶｏＩＰ無線資源を、沈黙区間で他のデータが伝送できるように動的に使用する
ことによって、限定された無線資源の効率性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】無線通信システムを示すブロック図である。
【図２】無線プロトコルの構造を示す。
【図３】本発明の一実施例に係る無線資源管理方法を示す。
【図４】ＶｏＩＰパケットの送受信のために割り当てられた持続的無線資源の一例を示す
。
【図５】ＶｏＩＰパケットの送受信のために割り当てられた持続的無線資源で対話区間及
び沈黙区間を示す。
【図６】本発明の一実施例に係る対話区間から沈黙区間への切り替え方法を示す。
【図７】本発明の他の実施例に係る対話区間から沈黙区間への切り替え方法を示す。
【図８】本発明の一実施例に係る沈黙区間への切り替え如何を検出する方法を示すフロー
チャートである。
【図９】本発明の一実施例に係る沈黙区間から対話区間への切り替え方法を示す。
【図１０】本発明の他の実施例に係る沈黙区間から対話区間への切り替え方法を示す。
【図１１】本発明の他の実施例に係る沈黙区間から対話区間への切り替え方法を示す。
【図１２】本発明の他の実施例に係る沈黙区間から対話区間への切り替え方法を示す。
【図１３】本発明の一例に係るＶｏＩＰサービス中に非音性アップリンクデータの伝送方
法を説明する流れ図である。
【図１４】本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中に非音性アップリンクデータの伝送
方法を説明する流れ図である。
【図１５】本発明の一例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する方法
を説明する流れ図である。
【図１６】本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する方
法を説明する流れ図である。
【図１７】本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する方
法を説明する流れ図である。
【図１８】本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する方
法を説明する流れ図である。
【図１９】本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する方
法を説明する流れ図である。
【図２０】本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する方
法を説明する流れ図である。
【図２１】本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する方
法を説明する流れ図である。
【図２２】本発明の一例に係る持続的スケジューリングの適用されるアップリンクデータ
を伝送する方法を説明する流れ図である。
【図２３】本発明の他の例に係る持続的スケジューリングの適用されるアップリンクデー
タを伝送する方法を説明する流れ図である。
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【図２４】本発明の一例に係る持続的スケジューリングのためのパラメータの伝送方法を
示す流れ図である。
【図２５】本発明の他の例に係る持続的スケジューリングのためのパラメータの伝送方法
を示す流れ図である。
【図２６】本発明の他の例に係る持続的スケジューリングのためのパラメータの伝送方法
を示す流れ図である。
【図２７】本発明の一例に係るＶｏＩＰサービスにおけるＨＡＲＱ遂行方法を説明する説
明図である。
【図２８】本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービスにおけるＨＡＲＱ遂行方法を説明する
説明図である。
【図２９】アップリンク非音性データ伝送中のアップリンクＶｏＩＰパケット伝送の一例
である。
【図３０】本発明の一例に係るアップリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法を示
す流れ図である。
【図３１】本発明の他の例に係るアップリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法を
示す流れ図である。
【図３２】ダウンリンク非音性データ伝送中のダウンリンクＶｏＩＰパケット伝送の一例
である。
【図３３】本発明の一例に係るダウンリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法を説
明する流れ図である。
【図３４】本発明の他の例に係るダウンリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法を
説明する流れ図である。
【図３５】本発明の他の例に係るアップリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法を
説明する流れ図である。
【図３６】本発明の他の例に係るダウンリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法を
説明する流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１は、無線通信システムを示すブロック図である。これはＥ－ＵＭＴＳ（Ｅｖｏｌｖ
ｅｄ－Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ）の網構造であってもよい。Ｅ－ＵＭＴＳシステムは、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔ
ｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムということもできる。無線通信システムは、音声
、パケットデータなどのような多様な通信サービスを提供するために広く配置される。
【００１７】
　図１を参照すると、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）は、基地局（２０；Ｂａｓｅ　Ｓｔ
ａｔｉｏｎ、ＢＳ）を含む。端末（１０；Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）は固定
される、或いは移動性を有することができ、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、Ｕ
Ｔ（Ｕｓｅｒ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＳＳ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、
無線機器（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｄｅｖｉｃｅ）等、他の用語と呼ばれることもある。基地
局（２０）は、一般的に端末（１０）と通信する固定される地点（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔ
ｉｏｎ）をいい、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ－Ｎｏｄｅ　Ｂ）、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａ
ｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）等
、他の用語と呼ばれることもある。一つの基地局（２０）には一つ以上のセルが存在でき
る。基地局（２０）間には使用者トラフィックあるいは制御トラフィック伝送のためのイ
ンターフェースが使われてもよい。以下、ダウンリンク（ｄｏｗｎｌｉｎｋ）は、基地局
（２０）から端末（１０）への通信を意味して、アップリンク（ｕｐｌｉｎｋ）は端末（
１０）から基地局（２０）への通信を意味する。
【００１８】
　基地局（２０）は、端末（１０）に使用者平面と制御平面の終端点を提供する。基地局
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（２０）間にはＸ２インターフェースを介して連結されることができて、隣接した基地局
（２０）間には常にＸ２インターフェースが存在するメッシュ（ｍｅｓｈｅｄ）網構造を
有することができる。
【００１９】
　基地局（２０）は、Ｓ１インターフェースを介してＥＰＣ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋ
ｅｔ　Ｃｏｒｅ）、より詳しくは、ａＧＷ（ａｃｃｅｓｓ　Ｇａｔｅｗａｙ、３０）と連
結される。ａＧＷ（３０）は、端末（１０）のセッション及び移動性管理機能の終端点を
提供する。基地局（２０）とａＧＷ（３０）との間にはＳ１インターフェースを介して複
数個のノード同士（ｍａｎｙ　ｔｏ　ｍａｎｙ）連結されることができる。ａＧＷ（３０
）は、使用者トラフィック処理を担当する部分と制御用トラフィックを処理する部分とに
分けられる。この場合、新しい使用者トラフィック処理のためのａＧＷと制御用トラフィ
ックを処理するａＧＷとの間に新しいインターフェースを使用してお互いに通信すること
ができる。ａＧＷ（３０）は、ＭＭＥ／ＵＰＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎ
ｔ　Ｅｎｔｉｔｙ／Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ　Ｅｎｔｉｔｙ）ともいう。
【００２０】
　一方、端末と網との間の無線インターフェースプロトコル（ｒａｄｉｏ　ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の階層は、通信システムにおいて広く知られた開放型システ
ム間相互接続（Ｏｐｅｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ；ＯＳＩ）モ
デルの下位３個階層に基づいてＬ１（第１階層）、Ｌ２（第２階層）、Ｌ３（第３階層）
に区分されることができる。このうち、第１階層に属する物理階層は、物理チャネル（ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を用いる情報伝送サービス（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供して、第３階層に位置する無線資源制御（
ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ；以下、ＲＲＣという）階層は、端末と
網との間に無線資源を制御する役割を遂行する。このために、ＲＲＣ階層は、端末と網と
の間にＲＲＣメッセージをお互いに交換する。ＲＲＣ階層は、基地局（２０）とａＧＷ（
３０）等、網ノードに分散されて位置してもよく、基地局（２０）またはａＧＷ（３０）
にのみ位置してもよい。
【００２１】
　無線インターフェースプロトコルは、水平的に物理階層（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅ
ｒ）、データリンク階層（ｄａｔａｌｉｎｋ　ｌａｙｅｒ）及びネットワーク階層（ｎｅ
ｔｗｏｒｋ　ｌａｙｅｒ）からなり、垂直的にはデータ情報伝送のための使用者平面（ｕ
ｓｅｒ　ｐｌａｎｅ）と制御信号（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）伝達のための制御平面（ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　ｐｌａｎｅ）とに区分される。
【００２２】
　図２は、無線プロトコルの構造を示す。無線プロトコル階層は、端末とＵＴＲＡＮとの
間に対（ｐａｉｒ）に存在して、無線区間のデータ伝送を担当する。
【００２３】
　図２を参照すると、第１階層であるＰＨＹ階層は、多様な無線伝送技術を用いてデータ
を無線区間に伝送する役割をする。ＰＨＹ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ）階層は、上位階層である
ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層と伝送チャネル（ｔｒａｎ
ｓｐｏｒｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）を介して連結される。伝送チャネルは、チャネルの共有如
何に従って専用（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ）伝送チャネルと共用（ｃｏｍｍｏｎ）伝送チャネ
ルとに分けることができる。
【００２４】
　第２階層には、ＭＡＣ階層、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層及
びＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）階
層が存在する。
【００２５】
　ＭＡＣ階層は、多様な論理チャネル（ｌｏｇｉｃａｌｃｈａｎｎｅｌ）を多様な伝送チ
ャネルにマッピングさせる役割をして、また、複数の論理チャネルを一つの伝送チャネル
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にマッピングさせる論理チャネル多重化（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）の役割も遂行する
。ＭＡＣ階層は、上位階層であるＲＬＣ階層とは論理チャネル（ｌｏｇｉｃａｌ　ｃｈａ
ｎｎｅｌ）により連結される。論理チャネルは、伝送される情報の種類に従って制御平面
（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｌａｎｅ）の情報を伝送する制御チャネル（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈ
ａｎｎｅｌ）と使用者平面（ｕｓｅｒ　ｐｌａｎｅ）の情報を伝送するトラフィックチャ
ネル（ｔｒａｆｆｉｃ　ｃｈａｎｎｅｌ）とに分けられる。ＭＡＣ階層は、細部的に管理
する伝送チャネルの種類に従ってＭＡＣ－ｂ副系層（ｓｕｂｌａｙｅｒ）、ＭＡＣ－ｄ副
系層、ＭＡＣ－ｃ／ｓｈ副系層、ＭＡＣ－ｈｓ副系層及びＭＡＣ－ｅ副系層に区分される
。ＭＡＣ－ｂ副系層は、システム情報（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）の放送
を担当する伝送チャネルであるＢＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の管理を
担当して、ＭＡＣ－ｃ／ｓｈ副系層は、他の端末と共有されるＦＡＣＨ（Ｆｏｒｗａｒｄ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）やＤＳＣＨ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ）などの共用伝送チャネルを管理して、ＭＡＣ－ｄ副系層は、特定端末に対す
る専用伝送チャネルであるＤＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の管理を担当
する。また、ダウンリンク及びアップリンクに高速データ伝送を支援するために、ＭＡＣ
－ｈｓ副系層は、高速ダウンリンク伝送のための伝送チャネルであるＨＳ－ＤＳＣＨ（Ｈ
ｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を管理して、
ＭＡＣ－ｅ副系層は、高速アップリンク伝送のための伝送チャネルであるＥ－ＤＣＨ（Ｅ
ｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を管理する。
【００２６】
　ＲＬＣ階層は、各無線ベアラ（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ；ＲＢ）のＱｏＳ（Ｑｕａｌ
ｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）に対する保障とこれにともなうデータの伝送を担当する
。ＲＬＣ階層は、ＲＢ固有のＱｏＳを保障するためにＲＢごとに一つまたは二つの独立し
たＲＬＣ個体（ｅｎｔｉｔｙ）を置いていて、多様なＱｏＳを支援するために透明モード
（Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｍｏｄｅ、ＴＭ）、無応答モード（Ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄ
ｇｅｄ　Ｍｏｄｅ、ＵＭ）及び応答モード（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ、ＡＭ
）の三つのＲＬＣモードを提供している。また、ＲＬＣ階層は、下位階層が無線区間にデ
ータの伝送に適するようにデータの大きさを調節する役割もしており、このために上位階
層から受信したデータを分割及び連結する機能も遂行する。
【００２７】
　ＰＤＣＰ階層は、ＲＬＣ階層の上位に位置して、ＩＰｖ４やＩＰｖ６のようなＩＰ（Ｉ
ｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）パケット（ｐａｃｋｅｔ）を用いて伝送されるデー
タが、相対的に帯域幅が小さい無線区間で効率的に伝送されることができるようにする。
このために、ＰＤＣＰ階層は、ヘッダ圧縮（ｈｅａｄｅｒ　ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ）機
能を遂行し、これはデータのヘッダ部分で必ず必要な情報のみを伝送するようにして、無
線区間の伝送効率を増加させる役割をする。ＰＤＣＰ階層は、ヘッダ圧縮が基本機能であ
るため、ＰＳ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）領域（ｄｏｍａｉｎ）にのみ存在して、
各ＰＳサービスに対して効果的なヘッダ圧縮機能を提供するためにＲＢ当たり一個のＰＤ
ＣＰ個体（ｅｎｔｉｔｙ）が存在する。
【００２８】
　第２階層にはＢＭＣ階層がＲＬＣ階層の上位に存在して、セル放送メッセージ（Ｃｅｌ
ｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ）をスケジューリングし、特定セルに位置した
端末に放送する機能を遂行する。
【００２９】
　第３階層の最も下部に位置するＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ）階層は、制御平面でのみ定義され、ＲＢの設定、再設定及び解除と関連して第１階層
及び第２階層のパラメータを制御して、論理チャネル、伝送チャネル及び物理チャネルの
制御を担当する。このとき、ＲＢは、端末とＵＴＲＡＮとの間のデータ伝達のために、無
線プロトコルの第１階層及び第２階層により提供される論理的経路（ｐａｔｈ）を意味し
て、一般的にＲＢが設定されるということは、特定サービスを提供するために、必要な無
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線プロトコル階層及びチャネルの特性を規定して、各々の具体的なパラメータ及び動作方
法を設定する過程を意味する。
【００３０】
　以下、ＶｏＩＰパケットサービスを提供する方法に関して開示する。
【００３１】
　（１）ＶｏＩＰパケットサービスにおける無線資源管理方法
　図３は、本発明の一実施例に係る無線資源管理方法を示す。
【００３２】
　図３を参照すると、端末が基地局にＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅ
ｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サービスを要求する、或いは基地局が端末へのＶｏＩＰサービス
を提供する場合、基地局はＶｏＩＰセッション（ｓｅｓｓｉｏｎ）を初期化する（Ｓ１１
０）。ＶｏＩＰは、音声データをインターネットプロトコルデータパケットに変換して通
話を可能にする通信サービス技術である。ＶｏＩＰパケットはＶｏＩＰを用いる音声パケ
ットを意味する。
【００３３】
　基地局はＶｏＩＰパケットの送受信のための無線資源を割り当てる（Ｓ１２０）。Ｖｏ
ＩＰサービスは、遅延なくデータを送受信すべきリアルタイム（ｒｅａｌ－ｔｉｍｅ）サ
ービスであって、ＶｏＩＰパケットのための無線資源は、周波数－時間領域で持続的な（
ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ）無線資源が割り当てられる。このとき、基地局は、ＶｏＩＰパケ
ットの送受信に適用される変調及びコーディング率（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃ
ｏｄｉｎｇ　ｒａｔｅ）などの情報を端末に知らせる。
【００３４】
　基地局は、ＶｏＩＰパケットの送受信のために割り当てられた持続的無線資源（以下、
ＶｏＩＰ無線資源という）を動的に管理する（Ｓ１３０）。基地局と端末との間のＶｏＩ
Ｐパケットの送受信は持続的に行われない。ＶｏＩＰパケットの送受信が持続的に行われ
るＶｏＩＰサービス区間を対話区間（Ｔａｌｋ　ｐｅｒｉｏｄ）といい、ＶｏＩＰパケッ
トの送受信が一時的に中断されるＶｏＩＰサービス区間を沈黙区間（Ｓｉｌｅｎｃｅ　ｐ
ｅｒｉｏｄ）という。即ち、ＶｏＩＰサービスは、無線資源の割当如何に従って対話区間
と沈黙区間とに区分されることができる。ＶｏＩＰパケットの送受信のために持続的な無
線資源が割り当てられたが、実際、基地局と端末との間のＶｏＩＰサービスにおいては対
話区間と沈黙区間が繰り返されて表れることができる。沈黙区間中に割り当てられた無線
資源には何らのデータも載せなく、これは無線資源の浪費になる。従って、基地局は、無
線資源の浪費を縮めるために決められた時間の間にまたは与えられた条件に従って、Ｖｏ
ＩＰパケットの送受信がない場合、ＶｏＩＰ無線資源を解除（ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　ｒｅｌｅａｓｅ）して沈黙区間を宣言する。このとき、解除されたＶｏ
ＩＰ無線資源は、他の使用者に割り当てられる、或いは他のデータの伝送のために使われ
る。沈黙区間を宣言した基地局が、端末からＶｏＩＰパケットの再伝送の要請を受ける、
或いは基地局が端末に伝送するＶｏＩＰパケットが生じると、基地局は、ＶｏＩＰ無線資
源を活性化（ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）して対
話区間を宣言する。
【００３５】
　基地局と端末との間のＶｏＩＰセッションが終われると、基地局は、割り当てられた無
線資源を解除してＶｏＩＰサービスを終了する（Ｓ１４０）。
【００３６】
　図４は、ＶｏＩＰパケットの送受信のために割り当てられた持続的無線資源の一例を示
す。
【００３７】
　図４を参照すると、ＶｏＩＰ無線資源は、周波数－時間領域で持続的な資源領域を占有
する。一般的にＶｏＩＰ無線資源の領域は、ＶｏＩＰセッションが終わる時まで一定の周
波数－時間領域を占有する。ＶｏＩＰパケットの生成間隔に従って周期的に同じ周波数領
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域のアップリンク及びダウンリンク無線資源がＶｏＩＰ無線資源として割り当てられる。
【００３８】
　図５は、ＶｏＩＰパケットの送受信のために割り当てられた持続的無線資源で対話区間
及び沈黙区間を示す。
【００３９】
　図５を参照すると、ＶｏＩＰサービスが対話区間（Ｔａｌｋ　ｐｅｒｉｏｄ）から沈黙
区間（Ｓｉｌｅｎｃｅ　ｐｅｒｉｏｄ）に切り替えられると、ＶｏＩＰ無線資源は解除さ
れる。また、沈黙区間から対話区間に切り替えられると、ＶｏＩＰ無線資源は再び割り当
てられる。対話区間から沈黙区間への切り替えを知らせるメッセージまたは記述子（ｄｅ
ｓｃｒｉｐｔｏｒ）が使われることができる。また、端末が基地局に沈黙区間から対話区
間への切り替えを要求する、或いは基地局が端末に沈黙区間から対話区間への切り替えを
知らせる制御メッセージが使われることができる。
【００４０】
　以下、対話区間から沈黙区間への切り替え過程に対して説明する。
【００４１】
　図６は、本発明の一実施例に係る対話区間から沈黙区間への切り替え方法を示す。
【００４２】
　図６を参照すると、対話区間から沈黙区間への切り替えを知らせるために沈黙記述子（
Ｓｉｌｅｎｃｅ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ）を使用する。沈黙区間中にＶｏＩＰ無線資源を
解除するためには基地局及び端末の両方とも沈黙区間であることを知っていなければなら
ないため、沈黙記述子をお互いに授受する。沈黙記述子は基地局または端末のＭＡＣ階層
で判断して生成できる。沈黙記述子は、ＶｏＩＰサービス途中沈黙区間が挿入されること
を知らせる記述子であって、沈黙挿入記述子（Ｓｉｌｅｎｃｅ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ　ｄ
ｅｓｃｒｉｐｔｏｒ；ＳＩＤ）ということができる。または、沈黙記述子は、端末が基地
局により割り当てられた無線資源の一時解除を基地局に要請する解除要請（ｒｅｌｅａｓ
ｅ　ｒｅｑｕｅｓｔ）メッセージと呼ばれることもある。ＳＩＤは、沈黙区間が始められ
る一番目のＴＴＩ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）に伝送さ
れることができる。ＳＩＤは、ＶｏＩＰパケットより小さい大きさを有する。例えば、Ｖ
ｏＩＰパケットの大きさが４０ｂｙｔｅ程度である時、ＳＩＤは、２０ｂｙｔｅ程度の大
きさを有することができる。ＶｏＩＰ無線資源の大きさは、４０ｂｙｔｅのＶｏＩＰパケ
ットが伝送できるように割り当てられるため、ＶｏＩＰ無線資源を介してＳＩＤと共にＭ
ＡＣ階層または上位階層（ＲＬＣ階層）に伝送する沈黙区間切り替えメッセージ（ｓｉｌ
ｅｎｃｅ　ｐｅｒｉｏｄ　ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　ｍｅｓｓａｇｅ）が伝送できる。沈黙
区間切り替えメッセージは、ＭＡＣ階層または上位階層に伝送されてＶｏＩＰサービスが
沈黙区間に切り替えられたことを知らせる。沈黙区間中にＳＩＤ及び沈黙区間切り替えメ
ッセージは、周期的または必要に従って繰り返して伝送されることができる。
【００４３】
　図７は、本発明の他の実施例に係る対話区間から沈黙区間への切り替え方法を示す。
【００４４】
　図７を参照すると、対話区間から沈黙区間への切り替えをＭＡＣまたはＲＬＣレベルメ
ッセージ（ＭＡＣ　ｏｒ　ＲＬＣ　ｌｅｖｅｌ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｆｏｒ　ｓｉｌｅｎｃ
ｅ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）により指示できる。対話区間から沈黙区間への切り替えを知
らせるためのＭＡＣメッセージとしては、バッファ状態報告（Ｂｕｆｆｅｒ　Ｓｔａｔｕ
ｓ　Ｒｅｐｏｒｔ）メッセージを使用することができる。バッファ状態報告メッセージは
、ＭＡＣシグナリングを用いて伝送されることができる。バッファ状態報告メッセージは
、ＭＡＣ階層の論理チャネルにバッファリングされたデータを指示する。バッファ状態報
告メッセージは、バッファリングされたデータの無いこと（ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ
＝０）を指示して沈黙区間の開始を意味する。‘ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ＝０’であ
るバッファ状態報告メッセージは、沈黙区間が始められる一番目のＴＴＩに伝送されて沈
黙区間の開始を意味する。アップリンクＶｏＩＰパケット伝送で、端末は、‘ｂｕｆｆｅ
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替えられることができる。ダウンリンクＶｏＩＰパケット伝送で、基地局は、‘ｂｕｆｆ
ｅｒ　ｓｔａｔｕｓ＝０’であるバッファ状態報告メッセージを伝送して沈黙区間に切り
替えられることを知らせることができる。沈黙区間中にバッファ状態報告メッセージは、
周期的または必要に従って繰り返して伝送されることができる。
【００４５】
　図８は、本発明の一実施例に係る沈黙区間への切り替え如何を検出する方法を示すフロ
ーチャートである。
【００４６】
　図８を参照すると、対話区間から沈黙区間への切り替えは、基地局のＭＡＣ階層または
端末のＭＡＣ階層で検出することができる。
【００４７】
　上位階層からＶｏＩＰパケットを受信する（Ｓ２１０）。ＶｏＩＰパケットの大きさは
、予め設定された基準値（Ｐ）と比較される（Ｓ２２０）。基準値は、上位階層から予め
設定された値であってもよく、または通信システムに従って基地局が端末に知らせる値で
あってもよい。基準値は、次の通り決められることができる。
【００４８】
　ＳＩＤパケットの大きさ≦Ｐ≦最小ＶｏＩＰパケットの大きさ
　即ち、基準値は、沈黙記述子（ｓｉｌｅｎｃｅ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ）の大きさより
大きく、最小ＶｏＩＰパケットの大きさより小さい値に決定されることができる。
【００４９】
　上位階層から受けたＶｏＩＰパケットの大きさが基準値（Ｐ）より小さい場合、沈黙区
間への切り替えを知らせる沈黙区間切り替えメッセージを生成する（Ｓ２３０）。上位階
層から受けたＶｏＩＰパケットの大きさが最小ＶｏＩＰパケットの大きさより小さいため
、一般的なＶｏＩＰパケットでなくＳＩＤパケットであることが分かる。このＳＩＤパケ
ットに端末を識別するためのＳＩＭ（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ　ｍｏｄ
ｕｌｅ）を含ませることができる。
【００５０】
　上位階層から受けたＶｏＩＰパケットの大きさが基準値（Ｐ）より大きい場合にはＶｏ
ＩＰパケットを下位階層（ＰＨＹ階層）に送る（Ｓ２４０）。
【００５１】
　一方、沈黙区間への切り替えによりＶｏＩＰ無線資源が解除されたことを確認するため
に、沈黙記述子及び沈黙区間切り替えメッセージに対する応答として資源解除確認メッセ
ージ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｒｅｌｅａｓｅ　ｃｏｎｆｉｒｍ　ｍｅｓｓａｇｅ）が伝送さ
れることができる。資源解除確認メッセージにはＶｏＩＰ無線資源の管理のためのＶｏＩ
Ｐ無線資源制御情報が含まれる。ＶｏＩＰ無線資源制御情報にはＶｏＩＰパケットの伝送
に必要な情報が含まれて、ＶｏＩＰ無線資源の解除だけでなく、沈黙区間から対話区間へ
の切り替え時にＶｏＩＰ無線資源の再活性化（ｒｅ－ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）にも適用さ
れることができる。資源解除確認メッセージは、無線資源の解除される時点の一番目のＴ
ＴＩ時にＬ１／Ｌ２制御チャネルを介して伝送されることができる。表１は、ＶｏＩＰ無
線資源制御情報の一例を示す。
【００５２】
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【表１】

　変調及びコーディング率（ＭＣＳ）情報は、変調方式及びコーディング率により知らせ
てくれる、或いは変調方式及び伝送ブロックの大きさ（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ
　ｓｉｚｅ）により知らせてくれることができる。ＶｏＩＰ無線資源制御情報は、ＭＡＣ
階層のＭＡＣ制御ＰＤＵ（ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）形態に伝送されるこ
とができる。もし、ＶｏＩＰ無線資源を管理するためのＶｏＩＰ無線資源制御情報を、別
途のメッセージとして伝送できない場合には、他のデータの伝送時に使われるスケジュー
リング情報（例えば、スケジューリンググラント（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｇｒａｎｔ）
）などに含ませて伝送することができる。ＶｏＩＰ無線資源制御情報をスケジューリング
情報に含ませて示すことができて、端末は、既に沈黙記述子または沈黙区間切り替えメッ
セージを受信した状態であるため、スケジューリング情報を資源解除確認メッセージとし
て認知することができる。例えば、スケジューリング情報において、端末に割り当てられ
るＶｏＩＰ無線資源の資源領域の大きさを零（ｚｅｒｏ）に与えられる、或いは‘ｔｒａ
ｎｓｐｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ　ｓｉｚｅ＝０’に設定されると、ＶｏＩＰ無線資源が解除さ
れたことである。
【００５３】
　以下、沈黙区間から対話区間への切り替えに対して説明する。
【００５４】
　図９は、本発明の一実施例に係る沈黙区間から対話区間への切り替え方法を示す。ダウ
ンリンクにＶｏＩＰパケットを伝送する場合である。
【００５５】
　図９を参照すると、沈黙区間でＶｏＩＰ無線資源（ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ）は、解除された状態であり、ＶｏＩＰ無線資源としては他のデータが伝送されて
もよい。沈黙区間から対話区間への切り替えは、基地局がダウンリンクに伝送するＶｏＩ
Ｐパケットが生じる場合に行われることができる。即ち、ａＧＷ（ａｃｃｅｓｓ　Ｇａｔ
ｅｗａｙ）を介して端末に伝送するＶｏＩＰパケットが伝達されると、基地局のバッファ
はＮｕｌｌでない状態となる。
【００５６】
　基地局のバッファにＶｏＩＰパケットがバッファリングされると、基地局は、ダウンリ
ンク制御チャネルを介してダウンリンク制御シグナル（ＤＬ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｓｉｇｎ
ａｌ）またはダウンリンクＶｏＩＰ資源再活性化（ＤＬ　ＶｏＩＰ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
ｒｅ－ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）メッセージが伝送できる（Ｓ３１０）。ＶｏＩＰパケット
の伝送遅延を防止するためにＴＴＩごとに伝送されることができるダウンリンク制御シグ
ナルを介して対話区間に切り替えられることを知らせることができる。ダウンリンクＶｏ
ＩＰ資源再活性化メッセージには表１のＶｏＩＰ無線資源制御情報が含まれることができ
る。表１で‘Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ’フィールドを再活性（ｒｅ－ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）
に設定してＶｏＩＰ資源再活性化メッセージであることを示すことができる。以前に設定
されたＶｏＩＰ無線資源の領域がチャネル状態などに応じて変更される場合、基地局は、
ダウンリンクＶｏＩＰ資源再活性化メッセージを介して変更されたＶｏＩＰ無線資源の領
域を知らせることができる。基地局は、ダウンリンクＶｏＩＰ資源再活性化メッセージで
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‘Ｔｉｍｅ／Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ’フィールド、‘ＭＣＳ’フィール
ドなどを新しいＶｏＩＰ無線資源に該当する値に設定して知らせることができる。
【００５７】
　端末は、ダウンリンク制御シグナルまたはダウンリンクＶｏＩＰ資源再活性化メッセー
ジに従ってＶｏＩＰパケットを受信する（Ｓ３２０）。端末は、ダウンリンクＶｏＩＰ資
源再活性化メッセージで新しく指定される‘Ｔｉｍｅ／Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ’、‘ＭＣＳ’などに従ってＶｏＩＰパケットを受信することができる。
【００５８】
　一方、基地局は、ダウンリンクＶｏＩＰ資源再活性化メッセージを別途に伝送せず、ス
ケジューリング情報（例えば、スケジューリンググラント（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｇｒ
ａｎｔ））を用いて沈黙区間から対話区間への切り替えが行われることを知らせることが
できる。基地局は、スケジューリング情報を介して先に設定されたＶｏＩＰ無線資源を再
び知らせる、或いは新しいＶｏＩＰ無線資源を知らせて沈黙区間から対話区間への切り替
えが行われることを知らせることができる。端末は、スケジューリング情報で指定される
ＶｏＩＰ無線資源を介してＶｏＩＰパケットを受信する。
【００５９】
　図１０は、本発明の他の実施例に係る沈黙区間から対話区間への切り替え方法を示す。
アップリンクにＶｏＩＰパケットを伝送する場合である。
【００６０】
　図１０を参照すると、沈黙区間から対話区間への切り替えは、端末がアップリンクに伝
送するＶｏＩＰパケットの生ずる場合に端末の要請に従って行われることができる。
【００６１】
　アップリンクに伝送するＶｏＩＰパケットの生ずる場合、端末は、基地局にスケジュー
リング要請（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ；ＳＲ）メッセージを伝送する（Ｓ
４１０）。端末に周期的に専用制御チャネル（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃ
ｈａｎｎｅｌ）が割り当てられる場合、端末は、専用制御チャネルを介してスケジューリ
ング要請メッセージが伝送できる。スケジューリング要請メッセージには表１のＶｏＩＰ
無線資源制御情報が含まれることができる。または、スケジューリング要請メッセージは
、１ビットまたは数ビットの大きさにアップリンクに伝送するＶｏＩＰメッセージのある
ことを示すインジケータ（ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）で表現されることができる。
【００６２】
　基地局は、端末からスケジューリング要請メッセージを受信すると、ＶｏＩＰ無線資源
を再活性化させてＶｏＩＰ無線資源を介してアップリンクＶｏＩＰパケットを受信する（
Ｓ４２０）。スケジューリング要請メッセージが１ビットまたは数ビットの大きさのイン
ジケータで伝送される場合には、以前に割り当てたＶｏＩＰ無線資源の周波数帯域をその
まま使用してＶｏＩＰパケットを送受信する。チャネル状態が変わって端末がスケジュー
リング要請メッセージで以前に割り当てられたＶｏＩＰ無線資源と他の周波数帯域を要請
する場合、基地局は、端末が要請する周波数帯域を新しいＶｏＩＰ無線資源で割り当てる
ことができる。
【００６３】
　一方、基地局は、端末のスケジューリング要請メッセージに対する応答としてスケジュ
ーリング情報（例えば、スケジューリンググラント（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｇｒａｎｔ
））を知らせることができる。スケジューリング情報にはＶｏＩＰ無線資源割当に関する
情報及びＭＡＣ制御メッセージが含まれることができる。スケジューリング情報は、沈黙
区間から対話区間への切り替えを指示するインジケータの役割をすることができる。端末
は、ＶｏＩＰ無線資源を介してＶｏＩＰパケットを伝送する。また、端末は、ＭＡＣ制御
メッセージを伝送して沈黙区間から対話区間への切り替えが行われることを基地局に知ら
せることができる。ＭＡＣ制御メッセージは、沈黙区間から対話区間への切り替えを知ら
せるためのＭＡＣ制御ＰＤＵ（ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）を定義すること
ができ、端末のバッファ状態を知らせる報告メッセージ形態に伝送されることができる。
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もし、ＭＡＣ制御メッセージの伝送が遅れてＶｏＩＰ無線資源の再活性化が遅れる場合に
は対話区間で伝送される一番目のＶｏＩＰパケットからｎ番目ＶｏＩＰパケットまでは任
意に無視されることができる。例えば、ＶｏＩＰパケットが２０ｍｓ間隔に伝送される時
、ｎ個のＶｏＩＰパケットの伝送遅延によってｎ＋１番目のＶｏＩＰパケットは、ｎ＊２
０ｍｓだけ遅れて伝送されることができる。このような遅延を減らすために、沈黙区間か
ら対話区間への切り替え時に初期のＶｏＩＰパケットは無視されることができる。沈黙区
間から対話区間への切り替えにかかる切り替え時間をおき、切り替え時間以後にＶｏＩＰ
パケットが伝送されることができる。従って、沈黙区間から対話区間への切り替え時にＶ
ｏＩＰパケットとＭＡＣ制御メッセージが同時に伝送されることができる。
【００６４】
　図１１は、本発明の他の実施例に係る沈黙区間から対話区間への切り替え方法を示す。
ＶｏＩＰ無線資源を獲得するためにランダムアクセスを遂行する場合である。
【００６５】
　図１１を参照すると、端末に専用制御チャネルが割り当てられない場合、端末は、ラン
ダムアクセス（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ；ＲＡ）を遂行してＶｏＩＰ無線資源の割当
を受けてＶｏＩＰパケットを伝送する。
【００６６】
　アップリンク伝送するＶｏＩＰパケットが生じると、端末は基地局にランダムアクセス
プリアンブル（ＲＡ　ｐｒｅａｍｂｌｅ）を伝送する（Ｓ５１０）。ランダムアクセスプ
リアンブルは、複数の端末が使用することができるランダムアクセスチャネル（ｒａｎｄ
ｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｈａｎｎｅｌ；ＲＡＣＨ）を介して伝送される。端末は、任意の
シグネチャを生成してランダムアクセスプリアンブルに含ませてＲＡＣＨを介して基地局
に伝送する。
【００６７】
　基地局は、ランダムアクセス応答（ＲＡ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）を端末に伝送する（Ｓ５
２０）。ランダムアクセス応答には、タイミングオフセット情報（例えば、タイムアドバ
ンス（Ｔｉｍｅ　Ａｄｖａｎｃｅ；ＴＡ））、端末のスケジューリング要請のためのアッ
プリンク無線資源割当に対する情報が含まれる。
【００６８】
　端末は、割り当てられたアップリンク無線資源を介して基地局にＶｏＩＰパケットの伝
送のためのスケジューリング要請メッセージを伝送する（Ｓ５３０）。スケジューリング
要請メッセージにはＶｏＩＰ無線資源制御メッセージが含まれることができる。端末は、
以前に使用したＶｏＩＰ無線資源の周波数帯域をそのまま要請する、或いは変えられたチ
ャネル状態に適する新しい周波数帯域が要請できる。
【００６９】
　基地局は、端末のスケジューリング要請メッセージに対する応答としてスケジューリン
グ情報（例えば、スケジューリンググラント（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｇｒａｎｔ））を
伝送する（Ｓ５４０）。スケジューリング情報にはＶｏＩＰ無線資源割当に関する情報が
含まれることができる。
【００７０】
　端末は、スケジューリング情報で割り当てられたＶｏＩＰ無線資源を介してアップリン
クＶｏＩＰパケットを伝送する（Ｓ５５０）。
【００７１】
　図１２は、本発明の他の実施例に係る沈黙区間から対話区間への切り替え方法を示す。
【００７２】
　図１２を参照すると、沈黙区間から対話区間への切り替え（Ｓｉｌｅｎｔ　ｔｏ　ｔａ
ｌｋ　ｐｅｒｉｏｄ　ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ）で、端末は、数ビットの大きさを有するス
ケジューリング要請（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）メッセージが伝送できる
。基地局は、端末のスケジューリング要請メッセージに対する応答として既存のスケジュ
ーリング情報（例えば、スケジューリンググラント（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｇｒａｎｔ
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））に数ビットの情報を追加して沈黙区間から対話区間への切り替えを知らせることがで
きる。
【００７３】
　表２はスケジューリング要請メッセージの一例を示す。２ビットの情報をＱＰＳＫ（Ｑ
ｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙ）変調方式に示す場合である。
【００７４】
【表２】

　‘００’は一般的なスケジューリング要請をしないことを示す。即ち、沈黙状態にある
端末が、周期的に伝送するＶｏＩＰパケットがあるか否かを基地局に知らせなければなら
ない場合、伝送するＶｏＩＰパケットが無いことを示す。‘０１’は一般的なスケジュー
リング要請を示す。即ち、端末が伝送するＶｏＩＰパケットがある時、ＶｏＩＰ無線資源
を要請する場合である。‘１０’は沈黙周期から対話周期への切り替えを示す。‘１１’
はＶｏＩＰ　ＲＴＣＰ（ＲＴＰ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の伝送を要請する
場合を示す。ＲＴＣＰは、映像や音声のストリーミングプロトコルであるＲＴＰ（ｒｅａ
ｌ－ｔｉｍｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）を制御するためのプロトコルで
ある。スケジューリング要請メッセージにＲＴＣＰの伝送を要請する‘１１’が含まれる
場合、基地局は、ＶｏＩＰ　ＲＴＣＰの伝送のための無線資源をスケジューリングし、端
末は、アップリンクにＶｏＩＰ　ＲＴＣＰを伝送する。スケジューリング要請メッセージ
に対する応答として、基地局が端末に伝送するスケジューリング情報には表２の情報が追
加に含まれることができる。
【００７５】
　端末のスケジューリング要請（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）から基地局の
スケジューリング情報（例えば、スケジューリンググラント（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｇ
ｒａｎｔ））に従ってアップリンクＶｏＩＰパケットを伝送（ＵＬ　ＶｏＩＰ　ｐａｃｋ
ｅｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）するまで、沈黙区間から対話区間への切り替えに必要
な切り替え時間（ＴＳＲ）がかかる。切り替え時間（ＴＳＲ）は、スケジューリング要請
及びスケジューリング情報の伝送にエラーがないと仮定する時、最小限の時間に定義され
ることができる。例えば、スケジューリング要請メッセージの伝送、スケジューリング情
報の伝送及び一番目のアップリンクＶｏＩＰパケットの伝送に必要な各処理時間が２ｍｓ
という時、切り替え時間（ＴＳＲ）は６ｍｓになることができる。ＶｏＩＰパケットの遅
延を防止するために、切り替え時間の間のＶｏＩＰパケットは任意に無視されることがで
き、ＶｏＩＰパケットと沈黙区間から対話区間への切り替えを知らせるＭＡＣ制御メッセ
ージが同時に伝送されるようにすることができる。
【００７６】
　（２）ＶｏＩＰサービス中に非音性データを伝送する方法
　以下、ＶｏＩＰパケットでない他のデータパケットをＶｏＩＰパケットと区別されるよ
うに非音性データ（ｎｏｎ－ｖｏｉｃｅ　ｄａｔａ）という。前述したように、一般的に
ＶｏＩＰパケットには持続的スケジューリング（ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｓｃｈｅｄｕｌ
ｉｎｇ）が適用されて、非音性データには動的スケジューリング（ｄｙｎａｍｉｃ　ｓｃ
ｈｅｄｕｌｉｎｇ）が適用される。然しながら、状況に従ってＶｏＩＰパケットにも動的
スケジューリングが適用されることがある。持続的スケジューリング情報は、物理ダウン
リンク制御チャネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎ
ｎｅｌ；ＰＤＣＣＨ）上（ｏｎ）で伝送される持続的アップリンクグラント（ｐｅｒｓｉ
ｓｔｅｎｔ　Ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）と呼ばれることもある。または、持続的スケジ
ューリング情報は持続的アップリンクマップ（ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ＵＬ－ＭＡＰ）と
呼ばれることもある。
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【００７７】
　次世代移動通信システムは、音声中心のサービスを超えて映像、無線データなどの多様
な情報を処理して伝送できる高速大容量通信システムである。従って、ＶｏＩＰサービス
途中、基地局が端末に非音性（ｎｏｎ－ｖｏｉｃｅ）データを伝送する、或いは、端末が
基地局に非音性データを伝送する場合がよく発生する。ＶｏＩＰサービス中に基地局が端
末に非音性データを伝送する場合には、基地局は自ら非音性データのための別途の無線資
源を備えて、それに関するスケジューリング情報を伝送するとよい。然しながら、ＶｏＩ
Ｐサービス中に端末が基地局に非音性データを伝送しなければならない場合、端末は、別
途の無線資源の割当を受けるために基地局に要請をしなければならなく、それにともなっ
て、基地局は、別途の無線資源を割当しなければならない。この過程で基地局と端末との
間にシグナリング（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）に関する明確な規約があってこそ非音性アップ
リンクデータが成功的に伝送されることができる。以下、動的スケジューリングによるス
ケジューリング情報を動的スケジューリング情報といい、持続的スケジューリングによる
スケジューリング情報を持続的スケジューリング情報という。
【００７８】
　図１３は、本発明の一例に係るＶｏＩＰサービス中に非音性アップリンクデータの伝送
方法を説明する流れ図である。アップリンクのＶｏＩＰサービスは沈黙区間にあると仮定
する。前述したように、沈黙区間とは、ＶｏＩＰサービス中にＶｏＩＰパケットの送受信
がなくて無線資源が一時的に解除された区間を意味する。
【００７９】
　図１３を参照すると、端末は、専用スケジューリング要請（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｓｃ
ｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ；ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ＳＲ）メッセージを基地局に
伝送する（Ｓ６１０）。専用スケジューリング要請メッセージは、端末がアップリンクデ
ータを伝送するための無線資源を割り当ててくれることを基地局に要請するメッセージで
ある。基地局は、信号の有無によりスケジューリング要請の有無を判断する。即ち、一定
の臨界値以上の信号強度が検出されると、基地局はスケジューリング要請があると判断し
て、それに対して、一定の臨界値以上の信号強度が検出されないと、基地局はスケジュー
リング要請がないと判断する。
【００８０】
　端末が専用スケジューリング要請メッセージを伝送する目的（ｃａｕｓｅ）は大きく二
つがある。持続的スケジューリングを要請するためのことと、動的スケジューリングを要
請するためことである。持続的スケジューリングは、アップリンクデータがＶｏＩＰパケ
ットである場合に適用されて、動的スケジューリングは、アップリンクデータが非音性デ
ータである場合に適用される。即ち、アップリンクデータの種類に従って、基地局が伝送
するスケジューリング情報のタイプ及び構成が異なる。
【００８１】
　基地局が専用スケジューリング要請メッセージの目的を知ることは相当重要である。も
し、端末が、ＶｏＩＰパケットの伝送のために、対話区間に切り替えようとして持続的ス
ケジューリングを所望するが、基地局が動的スケジューリングをすると、ＶｏＩＰパケッ
トが持続的に伝送されることができない。それに対して、もし、端末が、非音性データを
一時的に伝送するために、動的スケジューリングを所望するが、基地局が持続的スケジュ
ーリングをすると、無線資源が浪費されることがある。
【００８２】
　専用スケジューリング要請メッセージがその目的まで知らせてくれれば問題がないが、
それはただ信号の強度によりその存在が判断されるように構成されている。従って、基地
局は、専用スケジューリング要請メッセージを受信しても、その目的は知らないため、基
地局は、持続的スケジューリング情報を伝送するか、または動的スケジューリング情報を
伝送するかを決定しなければならない。この場合、端末と基地局との間に特定スケジュー
リング情報に予め決定されてもよく、ランダムに決定されてもよい。ここでは基地局が持
続的スケジューリング情報を伝送すると仮定する。
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【００８３】
　現在、ＶｏＩＰサービスが沈黙区間にあるため、基地局は、専用スケジューリング要請
を対話区間に切り替えるための持続的無線資源の要請であると判断して、持続的スケジュ
ーリング情報を端末に伝送する（Ｓ６２０）。
【００８４】
　端末は、非音性データを伝送するために専用スケジューリング要請メッセージを伝送し
たため、動的スケジューリング情報の受信を期待する。然しながら、端末は、持続的スケ
ジューリング情報を受信するため、端末は、持続的スケジューリング情報に従って割り当
てられた無線資源を用いて動的スケジューリング要請（ｄｙｎａｍｉｃ　ｓｃｈｅｄｕｌ
ｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）メッセージを伝送する（Ｓ６３０）。このとき、端末は、動的
スケジューリング要請メッセージだけでなく、非音性データの全部または一部も共に伝送
できる。動的スケジューリング要請メッセージは、端末が非音性データの伝送のために動
的スケジューリング情報を基地局に要請するメッセージである。動的スケジューリング要
請メッセージは、物理アップリンク共用チャネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｓ
ｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＵＳＣＨ）を介して伝送されることができる。または、
動的スケジューリング要請メッセージは、アップリンクバースト（ｂｕｒｓｔ）を介して
伝送されることもできる。
【００８５】
　一例として、動的スケジューリング要請メッセージは、ＭＡＣ階層で生成される（ｇｅ
ｎｅｒａｔｅｄ）ＭＡＣ制御ＰＤＵ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）であって
もよい。ＭＡＣ制御ＰＤＵは、ＭＡＣ制御要素（ＭＡＣ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｌｅｍｅｎ
ｔ）と呼ばれることもある。ＭＡＣ制御ＰＤＵは、論理チャネル（ｌｏｇｉｃａｌ　ｃｈ
ａｎｎｅｌ）で伝送される総データの大きさであるバッファの大きさ（ｂｕｆｆｅｒ　ｓ
ｉｚｅ）を知らせるＢＳＲ（ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ　ｒｅｐｏｒｔ）ＭＡＣ制御Ｐ
ＤＵであってもよい。端末は、ＢＳＲを自分が伝送する非音性アップリンクデータの大き
さに従って調整することができる。ＭＡＣ制御ＰＤＵは、動的スケジューリング要請のた
めに新しく定義されたＭＡＣ制御ＰＤＵであってもよい。
【００８６】
　他の例として、動的スケジューリング要請メッセージは、ＲＬＣ階層で生成されるＲＬ
Ｃ制御ＰＤＵであってもよい。ＲＬＣ制御ＰＤＵは、ＲＬＣ制御要素と呼ばれることもあ
る。この時のＲＬＣ制御ＰＤＵは、ＲＬＣ状態報告（ｓｔａｔｕｓ　ｒｅｐｏｒｔ）のた
めのＲＬＣ制御ＰＤＵであってもよく、または動的スケジューリング要請のために新しく
定義されたＲＬＣ制御ＰＤＵであってもよい。
【００８７】
　他の例として、動的スケジューリング要請メッセージはＲＲＣ　ＰＤＵであってもよい
。
【００８８】
　動的スケジューリング要請メッセージを受信した基地局は、段階Ｓ６１０で専用スケジ
ューリング要請の目的が動的スケジューリングのためのことが分かる。従って、基地局は
、持続的無線資源割当を解除して、再び動的スケジューリング情報を端末に伝送する（Ｓ
６４０）。ここで、動的スケジューリング情報に含まれた無線資源の大きさは、ＢＳＲの
大きさにより決定されることができる。端末は、動的スケジューリング情報に従って割り
当てられた無線資源を用いて非音性アップリンクデータを基地局に伝送する（Ｓ６５０）
。
【００８９】
　もし、段階Ｓ６２０で、基地局が専用スケジューリング要請に対して動的スケジューリ
ング情報を伝送すると予め決められていると、端末は、ＭＡＣ制御ＰＤＵまたはＲＬＣ制
御ＰＤＵを伝送する必要なく直ちに非音性アップリンクデータを伝送するとよい。一方、
段階Ｓ６２０で、基地局が専用スケジューリング要請に対してランダムにスケジューリン
グ情報を決定すると仮定すると、ランダムに決定されたスケジューリング情報が持続的ス
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ＭＡＣ（またはＲＬＣ）制御ＰＤＵを伝送するか否かが決定される。
【００９０】
　図１４は、本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中に非音性アップリンクデータの伝
送方法を説明する流れ図である。アップリンクＶｏＩＰサービスは対話区間にあると仮定
する。前述したように、対話区間とは、ＶｏＩＰサービス中にＶｏＩＰパケットの送受信
が持続的に行われる区間、即ち、無線資源が解除されない区間を意味する。
【００９１】
　図１４を参照すると、端末は、対話区間の継続中に専用スケジューリング要請メッセー
ジを基地局に伝送する（Ｓ７１０）。専用スケジューリング要請メッセージは、端末がア
ップリンクデータを伝送するための無線資源を割り当ててくれることを基地局に要請する
メッセージである。専用スケジューリング要請メッセージを受信した基地局は、動的スケ
ジューリング情報を伝送するか、或いは持続的スケジューリング情報を伝送するかを決定
しなければならない。然しながら、現在ＶｏＩＰサービスは、既に対話区間にあるため、
基地局は、専用スケジューリング要請の目的が他の持続的なスケジューリングのためのこ
とでなく、動的スケジューリングのためのことであることが分かる。従って、基地局は、
動的スケジューリング情報を伝送する（Ｓ７２０）。端末は、動的スケジューリング情報
に含まれた無線資源に関する情報に従って非音性データまたはＭＡＣ制御ＰＤＵまたはＲ
ＬＣ制御ＰＤＵを伝送する（Ｓ７３０）。
【００９２】
　（３）ＶｏＩＰサービスの沈黙区間でアップリンクデータの伝送方法
　アップリンクデータは、ＶｏＩＰパケット、ＳＩＤ、非音性データを含む。アップリン
クデータごとに適するスケジューリング情報が異なってもよい。例えば、ＶｏＩＰパケッ
トの伝送のためには持続的スケジューリング情報が必要であり、ＳＩＤまたは非音性デー
タの伝送のためには動的スケジューリング情報が必要である。ＶｏＩＰサービスの沈黙区
間で端末がアップリンクデータを伝送しようとすると、まず、いかなる形態でも無線資源
の割当を受けなければならない。無線資源の割当を要請するために、端末は、専用スケジ
ューリング要請メッセージを基地局に伝送する。
【００９３】
　専用スケジューリング要請メッセージがアップリンクデータまたはスケジューリング情
報の種類が区分できる場合及び区分できない場合がある。前者の場合では専用スケジュー
リング要請メッセージがコヒーレント（ｃｏｈｅｒｅｎｔ）検出（ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）
によりデコーディング（ｄｅｃｏｄｉｎｇ）される信号であり、後者の場合では専用スケ
ジューリング要請メッセージが非コヒーレント（ｎｏｎ－ｃｏｈｅｒｅｎｔ）検出により
検出される信号である。前者の場合、変調方式に応じて専用スケジューリング要請メッセ
ージが表現できる場合の数が増えることがある。従って、専用スケジューリング要請メッ
セージは、アップリンクデータがいかなる種類であるかに関する情報も含むことができる
。それに対して、後者の場合、前述したように、信号の有無（ｏｎ／ｏｆｆ）のみにより
スケジューリング要請があるか否かが判断されるため、専用スケジューリング要請メッセ
ージは、アップリンクデータがいかなる種類であるかに関する情報を含むことができない
。前者と後者の場合は、専用スケジューリング要請メッセージを受信した基地局がデコー
ディングを遂行する必要があるか否かにおいて差がある。
【００９４】
　以下、専用スケジューリング要請メッセージが、前者と後者の場合を分けてＶｏＩＰサ
ービスの沈黙区間でアップリンクデータの伝送方法を説明する。まず専用スケジューリン
グ要請メッセージがコヒーレント検出によりデコーディングされる信号である場合に関し
て説明する。表３は、専用スケジューリング要請メッセージに関する変調方式がＢＰＳＫ
（ｂｉｎａｒｙ　ｐｈａｓｅ　ｓｈｉｆｔ　ｋｅｙｉｎｇ）である場合である。
【００９５】
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【表３】

　表３を参照すると、専用スケジューリング要請メッセージで表すことができる場合の数
が三つである。専用スケジューリング要請メッセージが伝送されない場合（ＯＦＦ）、専
用スケジューリング要請メッセージの値が－１である場合及び専用スケジューリング要請
メッセージの値が１である場合に分けられる。専用スケジューリング要請メッセージの値
が－１である場合、端末が持続的スケジューリングを基地局に要請することを表す。専用
スケジューリング要請メッセージの値が１である場合、端末が動的スケジューリングを基
地局に要請することを表す。このように専用スケジューリング要請メッセージにより端末
が所望するスケジューリング情報の種類が区分されることができる。
【００９６】
　表４は、専用スケジューリング要請メッセージに関する変調方式がＱＰＳＫ（ｑｕａｄ
ｒａｔｕｒｅ　ｐｈａｓｅ　ｓｈｉｆｔ　ｋｅｙｉｎｇ）である場合である。
【００９７】

【表４】

　表４を参照すると、専用スケジューリング要請メッセージで表すことができる場合の数
が五つである。専用スケジューリング要請メッセージが伝送されない場合（ＯＦＦ）、専
用スケジューリング要請メッセージの値が００である場合、０１である場合、１０である
場合及び１１である場合に分けられる。専用スケジューリング要請メッセージの値が００
である場合は、端末の伝送するアップリンクデータがＳＩＤであることを表す。専用スケ
ジューリング要請メッセージの値が０１である場合は、端末の伝送するアップリンクデー
タがＶｏＩＰパケットであることを表す。専用スケジューリング要請メッセージの値が１
１である場合は、端末の伝送するアップリンクデータが非音性データであることを表す。
専用スケジューリング要請メッセージの値が１０である場合は、スケジューリング要請メ
ッセージがその他の目的として使われることもできることを示す。端末が専用スケジュー
リング要請メッセージを伝送すると、基地局は、各変調にともなうアップリンクデータの
種類に適するスケジューリング情報を選択して端末に伝送できる。
【００９８】
　表３と表４により専用スケジューリング要請メッセージがコヒーレント検出によりデコ
ーディングされる信号である場合に関して説明した。次ぎに、専用スケジューリング要請
メッセージが非コヒーレント検出により検出される信号である場合に関して説明する。非
コヒーレント検出では、専用スケジューリング要請メッセージとして表すことができる場
合の数が信号の有無しかない。従って、端末は、無線資源の割当を受けるために、まず専
用スケジューリング要請メッセージを伝送して、以後の過程で別途のシグナリングにより
アップリンクデータの種類に適するスケジューリング情報を基地局から受信する。
【００９９】
　然しながら、端末の専用スケジューリング要請メッセージの伝送に対して、基地局が端
末に伝送できるスケジューリング情報は二つがある。一つは持続的スケジューリング情報
であり、他の一つは動的スケジューリング情報である。従って、基地局は、二つのスケジ
ューリング情報のうちいずれか一つを選択して伝送しなければならない。スケジューリン
グ情報はランダムに選択されてもよく、特定のスケジューリング情報がデフォルト（ｄｅ
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ｆａｕｌｔ）として決定されてもよい。ここでは、基地局が、特定のスケジューリング情
報がデフォルトとして決定された場合に限定して説明する。もちろん、スケジューリング
情報がランダムに選択される場合であるとしても、その以後の追加的な動作は、どの特定
のスケジューリング情報がデフォルトとして決定された各々の場合と同一である。
【０１００】
　（イ）基地局が持続的スケジューリング情報をデフォルトとして伝送する場合
　図１５は、本発明の一例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する方
法を説明する流れ図である。これは、端末が沈黙区間から対話区間へ切り替えるために専
用スケジューリング要請メッセージを伝送する場合である。従って、端末の伝送するアッ
プリンクデータはＶｏＩＰパケットである。
【０１０１】
　図１５を参照すると、沈黙区間の継続中に伝送するＶｏＩＰパケットが生じると（ｇｅ
ｎｅｒａｔｅｄ）、端末は、ＶｏＩＰサービスを対話区間に切り替えるために専用スケジ
ューリング要請メッセージを伝送する（Ｓ８１０）。基地局は、デフォルトである持続的
スケジューリング情報を端末に伝送する（Ｓ８２０）。基地局は、持続的スケジューリン
グ情報を伝送した後、追加的なスケジューリング情報を伝送しない。なぜならば、持続的
スケジューリングは、一回の割当により特定端末に特定の時間または周波数資源を一定の
時間持続的に使えることができるように許容するためである。端末の伝送するアップリン
クデータはＶｏＩＰパケットであり、これは持続的スケジューリングに適する。従って、
端末は、別の追加的な行動（ｂｅｈａｖｉｏｒ）なく持続的スケジューリング情報にとも
なう無線資源を用いてＶｏＩＰパケットを持続的に基地局に伝送する（Ｓ８３０）。
【０１０２】
　図１６は、本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する
方法を説明する流れ図である。これは、端末が沈黙区間でＳＩＤを伝送しようとする場合
である。
【０１０３】
　図１６を参照すると、沈黙区間の継続中に伝送するＳＩＤが発生すると（ｇｅｎｅｒａ
ｔｅｄ）、端末は、専用スケジューリング要請メッセージを伝送する（Ｓ９１０）。端末
から無線資源の要請を受けた基地局は、デフォルトである持続的スケジューリング情報を
端末に伝送する（Ｓ９２０）。基地局は、持続的スケジューリング情報を伝送した後、追
加的なスケジューリング情報を伝送しない。なぜならば、持続的スケジューリングは、一
回の割当により特定端末に特定の時間または周波数資源を一定の時間持続的に使えられる
ように許容するためである。
【０１０４】
　端末は、前記持続的スケジューリング情報にともなう無線資源を用いてＳＩＤを基地局
に伝送する（Ｓ９３０）、ＳＩＤは、ＶｏＩＰパケットとは違って、持続的に伝送される
必要がない。従って、端末は、ＳＩＤを伝送した後に追加的に伝送されるアップリンクデ
ータがそれ以上無いことを指示する資源解除インジケータ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｒｅｌｅ
ａｓｅ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を伝送する（Ｓ９４０）。資源解除インジケータは、ＭＡ
ＣまたはＲＬＣレベルメッセージ（ＭＡＣ　ｏｒ　ＲＬＣ　ｌｅｖｅｌ　ｍｅｓｓａｇｅ
　ｆｏｒ　ｓｉｌｅｎｃｅ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）であってもよい。ＭＡＣメッセージ
としては、バッファ状態報告（Ｂｕｆｆｅｒ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔ）メッセージ
を使用することができる。バッファ状態報告メッセージは、ＭＡＣシグナリングを用いて
伝送される。バッファ状態報告メッセージは、ＭＡＣ階層の論理チャネルにバッファリン
グされたデータを指示する。バッファ状態報告メッセージは、バッファリングされたデー
タの無いこと（ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ＝ｅｍｐｔｙ（または０））を指示し、それ
以上伝送されるアップリンクデータの無いことを意味する。
【０１０５】
　ここではＳＩＤがまず伝送されて一定時間が経過した後、持続的無線資源を介して資源
解除インジケータが伝送されることもできると示したが、ＳＩＤと資源解除インジケータ
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は同時に伝送されてもよい。基地局は、端末に割り当てられた持続的無線資源を解除して
、無線資源が解除されたことを示す持続的スケジューリング情報を端末に伝送する（Ｓ９
５０）。
【０１０６】
　図１７は、本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する
方法を説明する流れ図である。これは、端末が沈黙区間で非音性データを伝送しようとす
る場合である。
【０１０７】
　図１７を参照すると、沈黙区間の継続中に伝送する非音性データが発生すると（ｇｅｎ
ｅｒａｔｅｄ）、端末は、専用スケジューリング要請メッセージを伝送する（Ｓ１０１０
）。端末から無線資源の要請を受けた基地局は、デフォルトである持続的スケジューリン
グ情報を端末に伝送する（Ｓ１０２０）。端末は、非音性データを伝送するために専用ス
ケジューリング要請メッセージを伝送したため、動的スケジューリング情報の受信を期待
する。然しながら、端末は、持続的スケジューリング情報を受信するため、端末は、持続
的スケジューリング情報に従って割り当てられた無線資源を用いて動的スケジューリング
要請（ｄｙｎａｍｉｃ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）メッセージを伝送する
（Ｓ１０３０）。動的スケジューリング要請メッセージは、端末が基地局に対して動的ス
ケジューリングをしてくれることを要求するメッセージである。
【０１０８】
　一例として、動的スケジューリング要請メッセージは、ＭＡＣ階層で生成される（ｇｅ
ｎｅｒａｔｅｄ）ＭＡＣ制御ＰＤＵ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）であって
もよい。ＭＡＣ制御ＰＤＵは、ＭＡＣ制御要素（ＭＡＣ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｌｅｍｅｎ
ｔ）と呼ばれることもある。ＭＡＣ制御ＰＤＵは、論理チャネル（ｌｏｇｉｃａｌ　ｃｈ
ａｎｎｅｌ）で伝送される総データの大きさであるバッファの大きさ（ｂｕｆｆｅｒ　ｓ
ｉｚｅ）を知らせてくれるＢＳＲ（ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ　ｒｅｐｏｒｔ）ＭＡＣ
制御ＰＤＵであってもよい。端末は、ＢＳＲを自分が伝送する非音性アップリンクデータ
の大きさに従って調整することができる。
【０１０９】
　他の例として、動的スケジューリング要請メッセージは、ＲＬＣ階層で生成されるＲＬ
Ｃ制御ＰＤＵであってもよい。ＲＬＣ制御ＰＤＵは、ＲＬＣ制御要素と呼ばれることもあ
る。この時のＲＬＣ制御ＰＤＵは、ＲＬＣ状態報告（Ｓｔａｔｕｓ　ｒｅｐｏｒｔ）のた
めのＲＬＣ制御ＰＤＵであってもよい。
【０１１０】
　基地局は、端末に割り当てられた持続的無線資源を解除して、無線資源が解除されたこ
とを示す持続的スケジューリング情報及び／または動的スケジューリング情報を端末に伝
送する（Ｓ１０４０）。持続的スケジューリング情報は、無線資源の非割当（ｄｅａｌｌ
ｏｃａｔｉｏｎ）を指示するインジケータを含む。一方、端末は、動的スケジューリング
情報に従って割り当てられた無線資源を用いて非音性データを基地局に伝送する（Ｓ１０
５０）。
【０１１１】
　（ロ）基地局が動的スケジューリング情報をデフォルトとして伝送する場合
　図１８は、本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する
方法を説明する流れ図である。これは、端末が沈黙区間から対話区間へ切り替えるために
専用スケジューリング要請メッセージを伝送する場合である。従って、端末の伝送するア
ップリンクデータはＶｏＩＰパケットである。
【０１１２】
　図１８を参照すると、沈黙区間の継続中に伝送するＶｏＩＰパケットが生じると（ｇｅ
ｎｅｒａｔｅｄ）、端末は、ＶｏＩＰサービスを対話区間に切り替えるために専用スケジ
ューリング要請メッセージを伝送する（Ｓ１１１０）。基地局は、デフォルトである動的
スケジューリング情報を端末に伝送する（Ｓ１１２０）。端末の伝送するアップリンクデ
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ータはＶｏＩＰパケットであり、これは持続的スケジューリングに適する。従って、端末
は、動的スケジューリング情報に従って割り当てられた無線資源を用いて持続的スケジュ
ーリングを要請する持続的スケジューリング要請（ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｓｃｈｅｄｕ
ｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）メッセージを基地局に伝送する（Ｓ１１３０）。持続的スケ
ジューリング要請メッセージは、ＭＡＣまたはＲＬＣレベルメッセージ（ＭＡＣ　ｏｒ　
ＲＬＣ　ｌｅｖｅｌ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｆｏｒ　ｓｉｌｅｎｃｅ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ
）であってもよい。このとき、ＶｏＩＰパケットの全部または一部が持続的スケジューリ
ング要請メッセージと同時に伝送されてもよい。持続的スケジューリング要請を受けた基
地局は、持続的スケジューリング情報を端末に伝送する（Ｓ１１４０）。
【０１１３】
　図１９は、本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する
方法を説明する流れ図である。これは、端末が沈黙区間でＳＩＤを伝送しようとする場合
である。
【０１１４】
　図１９を参照すると、沈黙区間の継続中に伝送するＳＩＤが発生すると（ｇｅｎｅｒａ
ｔｅｄ）、端末は、専用スケジューリング要請メッセージを伝送する（Ｓ１２１０）。端
末から無線資源の要請を受けた基地局は、デフォルトである動的スケジューリング情報を
端末に伝送する（Ｓ１２２０）。端末は、前記動的スケジューリング情報にともなう無線
資源を用いてＳＩＤを基地局に伝送する（Ｓ１２３０）、ＳＩＤは、ＶｏＩＰパケットと
は違って、持続的に伝送される必要がない。従って、端末は、ＳＩＤを伝送した後に追加
的に伝送されるアップリンクデータがそれ以上無いことを指示する資源解除インジケータ
（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｒｅｌｅａｓｅ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）をＳＩＤと共に伝送するこ
ともできる（Ｓ１２４０）。資源解除インジケータは、ＭＡＣまたはＲＬＣレベルメッセ
ージ（ＭＡＣ　ｏｒ　ＲＬＣ　ｌｅｖｅｌ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｆｏｒ　ｓｉｌｅｎｃｅ　
ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）であってもよい。ＭＡＣメッセージとしてはバッファ状態報告（
Ｂｕｆｆｅｒ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔ）メッセージを使用することができる。バッ
ファ状態報告メッセージは、バッファリングされたデータの無いこと（ｂｕｆｆｅｒ　ｓ
ｔａｔｕｓ＝ｅｍｐｔｙ（または０））を指示し、それ以上伝送されるアップリンクデー
タの無いことを意味する。
【０１１５】
　図２０は、本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する
方法を説明する流れ図である。これは、端末が沈黙区間で非音性データを伝送しようとす
る場合である。
【０１１６】
　図２０を参照すると、沈黙区間の継続中に伝送する非音性データが発生すると（ｇｅｎ
ｅｒａｔｅｄ）、端末は、専用スケジューリング要請メッセージを伝送する（Ｓ１３１０
）。端末から無線資源の要請を受けた基地局は、デフォルトである動的スケジューリング
情報を端末に伝送する（Ｓ１３２０）。端末は、非音性データを伝送するために専用スケ
ジューリング要請メッセージを伝送したため、動的スケジューリング情報の受信を期待す
る。端末は、動的スケジューリング情報を受信するため、端末は、動的スケジューリング
情報に従って割り当てられた無線資源を用いて非音性データを伝送する（Ｓ１３３０）。
【０１１７】
　図２１は、本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービス中にアップリンクデータを伝送する
方法を説明する流れ図である。
【０１１８】
　図２１を参照すると、基地局は、スケジューリング情報がなくてもドアップリンクデー
タチャネルを介して端末が周期的にまたは非周期的にフィードバック情報（ｆｅｅｄｂａ
ｃｋ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）が伝送できるように、端末にフィードバック用無線資源
を割り当てる（Ｓ１４１０）。ここで、フィードバック情報は、ＢＲ（ｂａｎｄｗｉｄｔ
ｈ　ｒｅｑｕｅｓｔ）のように無線資源割当を要請するスケジューリング要請（Ｓｃｈｅ
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ｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）、ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ）、バンド選択（ｂａｎｄ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）、ダウンリンクデータ
伝送に対する応答であるＡＣＫ／ＮＡＣＫ（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｍｅｎｔ／ｎｏｔ－ａ
ｃｋｎｏｗｌｅｄｇｍｅｎｔ）信号、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＰＭＩ（
Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）等、複数の種類の情報になる
ことができる。アップリンクデータチャネルは、物理アップリンク共用チャネル（ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＵＳＣ
Ｈ）と呼ばれることもある。フィードバック用無線資源は、ＲＲＣのような上位階層や、
ＭＡＣ階層（またはＲＬＣ階層）または物理階層のような下位階層のシグナリングにより
割り当てられることができる。
【０１１９】
　伝送するアップリンクデータが発生されると（ｇｅｎｅｒａｔｅｄ）、端末は、フィー
ドバック用無線資源を用いてアップリンクデータを基地局に伝送する（Ｓ１４２０）。こ
こで、アップリンクデータは、ＳＩＤまたは非音性データであってもよい。もし、非音性
データが伝送される場合、端末は、バッファ状態報告（ＢＳＲ）を非音性データと共に伝
送することができる。
【０１２０】
　（４）ＶｏＩＰサービスにおいて、ＶｏＩＰパケットの再伝送方法
　ＶｏＩＰサービスのような持続的スケジューリングの適用されるアップリンクデータを
伝送する場合、基地局は、持続的スケジューリング情報を伝送した後、追加的なスケジュ
ーリング情報を伝送しない。なぜならば、持続的スケジューリングは、一回の割当により
特定端末に特定の時間または周波数資源を一定の時間持続的に使えられるように許容する
ためである。基地局は、持続的スケジューリング情報の伝送以後に追加的なスケジューリ
ング情報を伝送せず、端末が一定時間の間隔に伝送するＶｏＩＰパケットに対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号を端末にフィードバックする。ここでＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、アップリ
ンクＶｏＩＰパケットに対する基地局の成功的または非成功的な受信を示す情報である。
ＡＣＫ信号は、基地局がＶｏＩＰパケットを成功的に受信したことを示す信号であり、Ｎ
ＡＣＫ信号は、基地局がＶｏＩＰパケットの受信に失敗してＶｏＩＰパケットの再伝送を
端末に要請する信号である。
【０１２１】
　持続的スケジューリングの適用されるアップリンク伝送において、追加的なアップリン
クスケジューリング情報がないため、アップリンクスケジューリング情報を用いてアップ
リンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を論理的または物理的資源の位置及び順序に
マッピングし難い。即ち、基地局がＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をフィードバックするとしても
、それがいかなるＶｏＩＰパケットに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号であるかを区別し難い
ことがある。以下、このような問題を解決するために、持続的スケジューリングの適用さ
れるアップリンクデータを伝送または再伝送する方法に関して説明する。
【０１２２】
　図２２は、本発明の一例に係る持続的スケジューリングの適用されるアップリンクデー
タを伝送する方法を説明する流れ図である。
【０１２３】
　図２２を参照すると、基地局は、端末に持続的スケジューリング情報を伝送する（Ｓ１
５１０）。ここで、持続的スケジューリング情報は、持続的アップリンクグラント（ｐｅ
ｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）と呼ばれることもある。端末は、持続的
スケジューリング情報にともなう無線資源を用いてアップリンクデータを基地局に伝送す
る（Ｓ１５２０）。前記アップリンクデータは、ＶｏＩＰパケットであってもよく、持続
的スケジューリングの適用される非音性データであってもよい。
【０１２４】
　端末は、基地局から前記アップリンクデータに関する成功的な受信如何を確認する時ま
で前記アップリンクデータをバッファ（ｂｕｆｆｅｒ）に格納する。前記アップリンクデ
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ータは、ＭＡＣ　ＰＤＵと呼ばれることもあり、前記バッファは、ＨＡＲＱバッファと呼
ばれることもある。一方、端末は、前記アップリンクデータを伝送した時点にタイマ（ｔ
ｉｍｅｒ）を駆動する。前記タイマは、前記アップリンクデータがバッファに格納される
時間を提供する。前記タイマは、前記アップリンクデータの伝送された時点から一定時間
が経過すると満了（ｅｘｐｉｒｅ）される。
【０１２５】
　基地局が前記アップリンクデータを成功的に受信すると仮定する（Ｓ１５３０）。基地
局は、アップリンクデータを成功的に受信する場合、いかなるフィードバック信号も伝送
しない。即ち、基地局は、別途のＡＣＫ信号を伝送せず、次のアップリンクデータの伝送
を待つ。端末は、前記タイマの満了された時点に前記アップリンクデータがバッファに残
っている場合、前記アップリンクデータをそれ以上バッファに格納する必要がないため、
前記アップリンクデータを前記バッファで空ける（ｆｌｕｓｈ）。なぜならば、基地局が
別途のフィードバック信号を送らないという事実から、端末は、前記アップリンクデータ
が成功的に伝送されたことが分かるためである。このように端末はアップリンクデータの
伝送後、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は確認せず、単に再伝送スケジューリング情報の有無のみ
を確認する。
【０１２６】
　図２３は、本発明の他の例に係る持続的スケジューリングの適用されるアップリンクデ
ータを伝送する方法を説明する流れ図である。
【０１２７】
　図２３を参照すると、基地局は、端末に持続的スケジューリング情報を伝送する（Ｓ１
６１０）。ここで、持続的スケジューリング情報は持続的アップリンクグラントと呼ばれ
ることもある。端末は、持続的スケジューリング情報にともなう無線資源を用いてアップ
リンクデータを基地局に伝送する（Ｓ１６２０）。前記アップリンクデータは、ＶｏＩＰ
パケットであってもよく、持続的スケジューリングの適用される非音性データであっても
よい。
【０１２８】
　端末は、基地局から前記アップリンクデータに関する成功的な受信如何を確認する時ま
で前記アップリンクデータをバッファに格納する。前記アップリンクデータは、ＭＡＣ　
ＰＤＵと呼ばれることもあり、前記バッファは、ＨＡＲＱバッファと呼ばれることもある
。一方、端末は、前記アップリンクデータを伝送する時点にタイマを駆動する。前記タイ
マは、前記アップリンクデータがバッファに格納される時間を提供する。前記タイマは、
前記アップリンクデータの伝送された時点から一定時間が経過すると満了される。
【０１２９】
　基地局が前記アップリンクデータの受信に失敗したと仮定する（Ｓ１６３０）。基地局
は、アップリンクデータの受信に失敗した場合、再び持続的スケジューリング情報を伝送
する（Ｓ１６４０）。この時の持続的スケジューリング情報は、前記アップリンクデータ
の再伝送のためのものであり、持続的スケジューリング情報は、このようなアップリンク
データの再伝送如何を指示する新規データインジケータ（ｎｅｗ　ｄａｔａ　ｉｎｄｉｃ
ａｔｏｒ；ＮＤＩ）を含むことができる。即ち、基地局は、別途のＮＡＣＫ信号を伝送せ
ず、再伝送のための持続的スケジューリング情報を伝送することによって前記アップリン
クデータの再伝送を期待する。
【０１３０】
　一方、前記タイマの満了される前に、端末は、再伝送のための持続的スケジューリング
情報を受信することによって前記アップリンクデータの伝送が失敗したことが分かる。従
って、端末は、前記バッファに格納された前記アップリンクデータを基地局に再伝送する
（Ｓ１６５０）。
【０１３１】
　このようにアップリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号をフィードバック信号と
して使用せず、各アップリンクデータに対するタイマと再伝送のための持続的スケジュー
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リング情報を用いることによって、各アップリンクデータに関する論理的または物理的資
源の位置及び順序にマッピングし難いという問題を克服することができる。
【０１３２】
　（５）ＶｏＩＰサービスにおいて、スケジューリングに関するパラメータのシグナリン
グ方法
　持続的スケジューリングのために、基地局と端末との間に設定しなければならないパラ
メータ（ｐａｒａｍｅｔｅｒ）には、持続的スケジューリング間隔（ｐｅｒｓｉｓｔｅｎ
ｔ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）、活性化開始時点（ａｃｔｉｖａｔｉｏ
ｎ　ｓｔａｒｔ　ｔｉｍｅ）、活性化準備時点（ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　ｐｒｅｐａｒａ
ｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）及び資源割当情報（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）等がある。持続的スケジューリング間隔は、ＶｏＩＰパケットの
伝送のために無線資源が割り当てられる時間的間隔を意味する。例えば、持続的スケジュ
ーリング情報が伝送された後、２０ｍｓ間隔にアップリンクＶｏＩＰパケット（またはダ
ウンリンクＶｏＩＰパケット）が伝送されると、持続的スケジューリング間隔は２０ｍｓ
である。もちろん、持続的スケジューリング間隔は、システムに従って、またはＶｏＩＰ
のコーデックに従って２０ｍｓより小さくてもよく、大きくてもよい。
【０１３３】
　活性化開始時点は、ＶｏＩＰパケットが実際に送受信され始める時点を意味する。例え
ば、活性化開始時点は、特定のサブフレームを絶対的に指示することによって、前記特定
のサブフレーム以後からＶｏＩＰパケットが伝送されることを知らせることができる。ま
たは、活性化開始時点は、活性化開始時点に関する情報の伝送された後から所定サブフレ
ームまたは時間の経過した後の相対的な時間的位置を指示することもできる。活性化準備
時点は、実際ＶｏＩＰパケットの送受信が遂行される時点を提供しないが、ＶｏＩＰパケ
ットの送受信が遅かれ早かれ遂行されることが準備できるようにする時点である。資源割
当情報は、持続的スケジューリングに従って割り当てられた周波数または時間領域の無線
資源に関する情報である。
【０１３４】
　持続的スケジューリング情報は、最小限の回数のみ伝送されて、以後のＶｏＩＰパケッ
トの送受信は、持続的スケジューリング情報に従って遂行される。従って、持続的スケジ
ューリング情報の伝送エラーは、相当な時間の間にＶｏＩＰパケットの送受信が遂行され
ない結果を引き起こすことができる。以下、このような問題を解決するために持続的スケ
ジューリングに必要なパラメータをシグナリングする方法に関して開示する。
【０１３５】
　図２４は、本発明の一例に係る持続的スケジューリングのためのパラメータの伝送方法
を示す流れ図である。これはダウンリンク伝送だけでなく、アップリンク伝送にも同一に
適用される。
【０１３６】
　図２４を参照すると、持続的スケジューリングをＶｏＩＰサービスに適用するために、
基地局は、まず第１設定情報（１ｓｔ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ）を伝送する（Ｓ１７１０）。前記第１設定情報は、持続的スケジューリングに従
ってＶｏＩＰパケットが送受信される段階（以下、持続的スケジューリング活性化段階と
いう）を準備する一部パラメータを含む。第１設定情報は、上位階層で生成されるＲＲＣ
メッセージに含まれることができる。基地局は、第２設定情報（２ｎｄ　ｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を伝送する（Ｓ１７２０）。前記第２設定情報
は、活性化段階を開始するパラメータを含む。前記第２設定情報は、下位階層のメッセー
ジであって、ＭＡＣメッセージまたはＰＤＣＣＨを介して伝送される制御情報であっても
よい。第１設定情報と第２設定情報が成功的に端末に伝送されると、基地局と端末との間
にＶｏＩＰパケット送受信が活性化される（Ｓ１７３０）。ＶｏＩＰパケット送受信が活
性化されると、アップリンク伝送では前記第１及び第２設定情報に従って端末が基地局に
アップリンクＶｏＩＰパケットを伝送して、ダウンリンク伝送では前記第１及び第２設定
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情報に従って基地局が端末にアップリンクＶｏＩＰパケットを伝送する。
【０１３７】
　図２５は、本発明の他の例に係る持続的スケジューリングのためのパラメータの伝送方
法を示す流れ図である。これはダウンリンク伝送だけでなく、アップリンク伝送にも同一
に適用される。
【０１３８】
　図２５を参照すると、基地局は持続的スケジューリング間隔（Ｐ）を端末に伝送する（
Ｓ１８１０）。持続的スケジューリング間隔は、上位階層により生成されるメッセージで
あって、前記上位階層はＲＲＣ階層であってもよい。基地局は、前記持続的スケジューリ
ングにより実際ＶｏＩＰパケットの送受信が行われる活性化開始時点（Ｔ）及び資源割当
情報を端末に伝送する（Ｓ１８２０）。前記活性化開始時点と前記資源割当情報は、下位
階層のメッセージであって、前記下位階層は、ＭＡＣ階層または物理階層であってもよい
。前記活性化開始時点と前記資源割当情報が物理階層の情報とする時、前記活性化開始時
点と前記資源割当情報は、物理ダウンリンク制御チャネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）上で伝送されることができる。
【０１３９】
　活性化開始時点（Ｔ）から前記持続的スケジューリング間隔Ｐに前記資源割当情報に従
ってダウンリンクＶｏＩＰパケット１，２，３，…の伝送が遂行される（Ｓ１８３０）。
ここで、前記活性化開始時点（Ｔ）は、絶対的な時間として与えられてもよく、サブフレ
ームの位置として与えられてもよく、その他の時間的位置を指示する単位として与えられ
てもよい。ここで、前記持続的スケジューリング間隔、活性化開始時点及び資源割当情報
は、ダウンリンクＶｏＩＰパケットの伝送だけでなく、アップリンクＶｏＩＰパケットの
伝送にも適用されることができるはもちろんである。
【０１４０】
　図２６は、本発明の他の例に係る持続的スケジューリングのためのパラメータの伝送方
法を示す流れ図である。これはダウンリンク伝送だけでなく、アップリンク伝送にも同一
に適用される。
【０１４１】
　図２６を参照すると、基地局は、持続的スケジューリング間隔（Ｐ）及び活性化準備時
点（Ｔ１）を端末に伝送する（Ｓ１９１０）。持続的スケジューリング間隔及び活性化準
備時点は、上位階層により生成されるメッセージであって、前記上位階層はＲＲＣ階層で
あってもよい。前記活性化準備時点を伝送した基地局は、活性化開始時点を受信する前ま
で持続的無線資源を介してＶｏＩＰパケットを伝送しないが、前記活性化準備時点から前
記持続的スケジューリング間隔を内在的に認知する（ｉｍｐｌｉｃｉｔｌｙ　ｒｅｇｏｎ
ｉｚｅｄ）。
【０１４２】
　所定の時間が経過した後、基地局は、活性化開始時点（Ｔ２）及び資源割当情報を端末
に伝送する（Ｓ１９２０）。前記活性化開始時点は、下位階層のメッセージであって、前
記下位階層はＭＡＣ階層または物理階層であってもよい。前記活性化開始時点と前記資源
割当情報が物理階層の情報とする時、前記活性化開始時点と前記資源割当情報は、物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈ
ａｎｎｅｌ）上で伝送されることができる。
【０１４３】
　一例として、活性化開始時点と前記持続的スケジューリング間隔にともなう伝送時点が
一致しないことがある。例えば、活性化開始時点（Ｔ２）は、伝送時点ＡとＢとの間に位
置できる。然しながら、基地局は、前記活性化準備時点から前記持続的スケジューリング
間隔を内在的に認知しているため、活性化開始時点（Ｔ２）の直後の伝送時点Ｂから前記
持続的スケジューリング間隔ごとにダウンリンクＶｏＩＰパケット１，２，３，…の伝送
を遂行することができる（Ｓ１９３０）。
【０１４４】
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　他の例として、ダウンリンクＶｏＩＰパケットの伝送は、活性化開始時点から所定時間
だけ離れた伝送時点Ｃから始められてもよい。活性化開始時点（Ｔ２）と伝送時点Ｃとの
間の時間差は、活性化デュレーション（ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　ｄｕｒａｔｉｏｎ）と呼
ばれることもある。活性化デュレーションは、端末と基地局との間に予め知っている情報
であることもあり、基地局が別途に端末に知らせる制御情報であることもある。
【０１４５】
　（６）ＶｏＩＰサービスにおけるＨＡＲＱ遂行方法
　ＨＡＲＱ（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）は、
データ処理時の伝送効率を向上させるために、既存のＡＲＱ方式に物理階層のチャネルコ
ーディング（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｃｏｄｉｎｇ）を結合した技術である。ＨＡＲＱは、端末
または基地局にある少なくとも一つのＨＡＲＱ個体（ｅｎｔｉｔｙ）により遂行される。
前記ＨＡＲＱ個体は、直前のデータ伝送の成功的なまたは非成功的な受信に対するフィー
ドバック（ＡＣＫ信号またはＮＡＣＫ信号）を待つ間にデータの伝送が連続的に進行され
ることができるようにする。アップリンク伝送において、端末は、基地局から資源割当（
ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）を受信して、関連した（ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ）ＨＡＲＱ情報を
前記ＨＡＲＱ個体に指示すると、前記ＨＡＲＱ個体は、前記ＨＡＲＱ情報により指示され
たＨＡＲＱプロセス（ＨＡＲＱ　ｐｒｏｃｅｓｓ）を遂行する。端末では前記ＨＡＲＱ個
体を支援するために複数の並列的なＨＡＲＱプロセスが使われることができる。
【０１４６】
　スケジューリング情報は、ＨＡＲＱデータの伝送されるチャネルに関する情報であるＨ
ＡＲＱチャネルＩＤ（ＨＡＲＱ　ｃｈａｎｎｅｌ　ＩＤ）を含むことができる。ＨＡＲＱ
チャネルＩＤは、ＨＡＲＱプロセス番号（ＨＡＲＱ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｎｕｍｂｅｒ）と
呼ばれることもある。特に、ダウンリンク伝送時と同様な非同期式（ａｓｙｎｃｈｒｏｎ
ｏｕｓ）ＨＡＲＱは、必ず周期的なＨＡＲＱ遂行が保障されないため、端末は、自分に割
り当てられたＨＡＲＱプロセス番号を先に確認した後ＨＡＲＱを遂行する。従って、基地
局は、端末にＨＡＲＱプロセス番号を先に知らせなければならない。この場合、ＨＡＲＱ
プロセス番号は、物理階層におけるシグナリングにより伝送されてもよく、ＭＡＣ階層ま
たはその以上の上位階層におけるシグナリングにより伝送されてもよい。
【０１４７】
　ＶｏＩＰサービスは、高い使用者の受容要求値（１００　ｕｓｅｒｓ／１ＭＨｚ）と相
当小さいパケットの大きさ（４００　ｂｉｔｓ）によって毎伝送に対する制御信号のオー
バーヘッドが大きい。これによって、通信システム別に制御信号のオーバーヘッドを縮め
るためのスケジューリング技法が使われる。持続的スケジューリング（または半持続的（
ｓｅｍｉ　ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ）スケジューリング）は、初期伝送に対する制御信号を
最小化することによって制御信号のオーバーヘッドを縮める。即ち、ＶｏＩＰパケットの
伝送時点、ＭＣＳ（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｄｉｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ）、Ｒ
Ｂ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）割当情報等のパラメータは、初期に設定されて変わ
らない。以下、一般的な持続的スケジューリングだけでなく、半持続的スケジューリング
を包括して持続的スケジューリングということにする。
【０１４８】
　もし、ＶｏＩＰパケット伝送に対するＨＡＲＱプロセスが持続的スケジューリングごと
に異にマッピングされる（ｍａｐｐｅｄ）場合、動的スケジューリングによる他のデータ
の再伝送のＨＡＲＱプロセスと重なる問題が発生することがある。また、伝送時点ごとに
新しいＶｏＩＰパケットが伝送されるべきであり、ＨＡＲＱプロセスが以前ＶｏＩＰパケ
ットの再伝送をすべき時点が新しいＶｏＩＰパケットが伝送される時点と一致することが
あり、これによって、新しいＶｏＩＰパケットまたは以前ＶｏＩＰパケットのうちいずれ
か一つが損失される問題が発生できる。従って、持続的スケジューリングの適用されるＶ
ｏＩＰサービスにおいて、ＨＡＲＱプロセスの動作方法が明確に定義される必要がある。
【０１４９】
　図２７は、本発明の一例に係るＶｏＩＰサービスにおけるＨＡＲＱ遂行方法を説明する
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説明図である。これは非同期式ＨＡＲＱを用いて持続的スケジューリングの適用されるデ
ータ（例えば、ＶｏＩＰパケット）を伝送する例である。また、これはダウンリンク伝送
及びアップリンク伝送に全て適用可能である。
【０１５０】
　図２７を参照すると、第１サブフレームから２０ｍｓごとに持続的スケジューリングに
よるＶｏＩＰパケットの送受信が発生する。即ち、第１サブフレーム、第２１サブフレー
ム、第４１サブフレーム、…でＶｏＩＰパケットの送受信が発生する。第１サブフレーム
ないし第２１サブフレームは、持続的スケジューリング間隔（ｉｎｔｅｒｖａｌ）である
。８チャネルのＨＡＲＱプロセスが使われるとする時、８個の相異のＨＡＲＱプロセスが
、連続的な８個のサブフレームの各々にマッピングされる。即ち、番号（ＩＤ）１ないし
番号８であるＨＡＲＱプロセスが各々独立的、排他的に第１サブフレームないし第８サブ
フレームにマッピングされる。このようにＮ個の連続的なサブフレームにマッピングされ
るＮ個のＨＡＲＱプロセスをプロセスセット（ｐｒｏｃｅｓｓ　ｓｅｔ）と定義する。
【０１５１】
　ＨＡＲＱプロセスの個数が８個であるため、このようなＨＡＲＱプロセスとサブフレー
ム（またはチャネル）とのマッピング関係は、８個サブフレームごとに繰り返される。然
しながら、ＨＡＲＱプロセスがサブフレームにマッピングされる順序は、各プロセスセッ
トごとに同一であってもよく、または各プロセスセットごとに異なってもよい。例えば、
最初の８個のサブフレームにマッピングされる第１プロセスセットにおいて、番号１であ
るＨＡＲＱプロセスが第１サブフレームにマッピングされる。それに対して、次の８個の
サブフレームにマッピングされる第２プロセスセットにおいて、番号１であるＨＡＲＱプ
ロセスが第９サブフレームでなく第１２サブフレームにマッピングされることができる。
ＨＡＲＱプロセスチャネルの個数は、システムに応じて８個より少ないこともあり、多い
こともある。第１サブフレームが第１ＶｏＩＰパケットの伝送に使われるため、第２ない
し第８サブフレームは、他の番号のＨＡＲＱプロセスにより、他の受信機のためのＶｏＩ
Ｐパケットの伝送に使われる、或いは非音性データの伝送に使われることができる。
【０１５２】
　これから持続的スケジューリングにともなう伝送時点Ｔ１とＴ２との間でＨＡＲＱプロ
セスによりＶｏＩＰパケットの伝送または再伝送に関して説明する。少なくとも一つのＨ
ＡＲＱプロセスが第１ＶｏＩＰパケットの伝送及び再伝送を担当する。図２７では番号１
のＨＡＲＱプロセスが第１ＶｏＩＰパケットの伝送及び再伝送を担当する。受信機は、第
１ＶｏＩＰパケットを成功的にデコーディングすると、ＡＣＫ信号を送信機にフィードバ
ックし、第１ＶｏＩＰパケットのデコーディングに失敗すると、ＮＡＣＫ信号を送信機に
フィードバックする。この各々の場合を分けてＨＡＲＱプロセスの動作方法を説明する。
【０１５３】
　（イ）受信機がＡＣＫ信号をフィードバックした場合
　Ｔ１とＴ２との間で受信機が第１ＶｏＩＰパケットに対してＡＣＫ信号をフィードバッ
クした場合、送信機は、番号１のＨＡＲＱプロセスを該当受信機の他のサービス（他のＶ
ｏＩＰパケットの伝送または非音性データの伝送）に割り当てることができる。この場合
、受信機及び送信機は、ＨＡＲＱバッファに格納された第１ＶｏＩＰパケットをフラッシ
ュする。また、送信機はＴ２で第２ＶｏＩＰパケットを受信機に伝送する。
【０１５４】
　（ロ）受信機がＮＡＣＫ信号をフィードバックした場合
　受信機がＴ２以前まで第１ＶｏＩＰパケットが成功的に受信できないと、送信機にＮＡ
ＣＫ信号を伝送して、ＨＡＲＱバッファをフラッシュ（ｆｌｕｓｈ）せずに維持（ｋｅｅ
ｐ）する。第１ＶｏＩＰパケットの再伝送はだだＴ２以前に限り、Ｔ２以後には第１Ｖｏ
ＩＰパケットの再伝送はそれ以上遂行されない。即ち、Ｔ２になる時まで受信機が第１Ｖ
ｏＩＰパケットに対してＮＡＣＫ信号をフィードバックし続けると、送信機はそれ以上第
１ＶｏＩＰパケットを再伝送せず、Ｔ２で第２ＶｏＩＰパケットを伝送する。
【０１５５】
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　従って、Ｔ２で受信機は新しいＶｏＩＰパケット（即ち、第２ＶｏＩＰパケット）の受
信のためのモードに動作する。このとき、もし、ＨＡＲＱバッファが空いていないと（ｎ
ｏｔ　ｅｍｐｔｙ）ＨＡＲＱバッファに格納された情報をＴ２で受信した第２ＶｏＩＰパ
ケットに置き換える（ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ）。または、もし、第２プロセスセットに
おける再伝送（即ち、Ｔ２以前の最後の再伝送）によっても第１ＶｏＩＰパケットを成功
的に受信することができないと、受信機は、第２プロセスセットにおける再伝送時点（第
１２サブフレーム）からＴ２以前にＨＡＲＱバッファをフラッシュ（ｆｌｕｓｈ）し、第
２ＶｏＩＰパケットをＨＡＲＱバッファに格納することができる。
【０１５６】
　このとき、送信機と受信機のＭＡＣ　ＨＡＲＱ個体は、上位階層であるＲＬＣ階層にこ
のようなエラーを伝達して、ＡＲＱ再伝送がトリガ（ｔｒｉｇｇｅｒ）できる。もちろん
、ＡＲＱ再伝送のトリガのためにはＡＲＱが動作するモード（例えば、ＡＭ　ＲＬＣ）で
のみ有効である。また、ＨＡＲＱバッファのフラッシュの遂行に必要な情報である最大再
伝送回数（ｍａｘｉｍｕｍ　ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＨＡＲＱ　ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉ
ｏｎ）が上位階層のシグナリングにより伝送されることができる。
【０１５７】
　受信機がＡＣＫ信号をフィードバックしても、またはＮＡＣＫ信号をフィードバックし
ても、それに関係なく、Ｔ２（即ち、新たな持続的スケジューリング伝送時点）になると
、送信機は新しい第２ＶｏＩＰパケットを伝送する。第２ＶｏＩＰパケットの伝送を担当
するＨＡＲＱプロセスは、番号１のＨＡＲＱプロセスになってもよく、他の番号のＨＡＲ
Ｑプロセスになってもよい。なぜならば、プロセスセットが変えられると、チャネル（ま
たはサブフレーム）にマッピングされるＨＡＲＱプロセス番号の順序が変えられることが
できるためである。
【０１５８】
　いままで番号１のＨＡＲＱプロセスのみ第１ＶｏＩＰパケットの伝送または再伝送を担
当すると説明した。然しながら、前述したように、第１ＶｏＩＰパケットの伝送を担当す
るＨＡＲＱプロセスは少なくとも一つ以上になることができる。従って、番号１のＨＡＲ
Ｑプロセスだけでなく、他の番号を有する複数のＨＡＲＱプロセスが第１ＶｏＩＰパケッ
トの再伝送を担当してもよい。例えば、番号２のＨＡＲＱプロセスが第１ＶｏＩＰパケッ
トの一番目の再伝送を担当して、番号３のＨＡＲＱプロセスが第１ＶｏＩＰパケットの二
番目の再伝送を担当することができる。いずれの場合でも、新たな持続的スケジューリン
グの伝送時点になると、それ以上の再伝送は中断されて、新しいＶｏＩＰパケットを伝送
することには同一である。
【０１５９】
　図２８は、本発明の他の例に係るＶｏＩＰサービスにおけるＨＡＲＱ遂行方法を説明す
る説明図である。これは同期式ＨＡＲＱを用いて持続的スケジューリングの適用されるデ
ータ（例えば、ＶｏＩＰパケット）を伝送する例である。また、これはダウンリンク伝送
及びアップリンク伝送に全て適用可能である。
【０１６０】
　図２８を参照すると、ＶｏＩＰパケットの送受信においてＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号が同期
化されて伝送されるため、図２７と違って、別途のＨＡＲＱプロセスを運営しない。ただ
し、送信機と受信機との間に再伝送の時点を同期化する方法が問題となることができる。
以下、第１伝送時点Ｔ１は、第１ＶｏＩＰパケットを伝送する時点であり、第２伝送時点
Ｔ２は、第２ＶｏＩＰパケットを伝送する時点である。まず、受信機がＮＡＣＫ信号をフ
ィードバックする場合に関して説明する。送信機は、持続的スケジューリングにともなう
第１伝送時点Ｔ１で第１ＶｏＩＰパケットを伝送した後、予め設定された少なくとも一つ
の特定のサブフレームにわたりＶｏＩＰパケットを少なくとも一回再伝送する。このよう
な再伝送時点は、送信機と受信機との間に内在的に（ｉｍｐｌｉｃｉｔｌｙ）決定される
。そのような過程で、持続的スケジューリングにともなう第２伝送時点Ｔ２になると、そ
れ以上の第１ＶｏＩＰパケットの再伝送を中止して第２ＶｏＩＰパケットを伝送する。伝
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送時点Ｔ１及びＴ２はＳＰＳ（ｓｅｍｉ　ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ
）タイミング（ｔｉｍｉｎｇ）と呼ばれることもある。
【０１６１】
　一方、受信機がＡＣＫ信号をフィードバックした場合には、送信機は第２伝送時点Ｔ２
で第２ＶｏＩＰパケットを伝送する。このとき、再伝送のためにＨＡＲＱバッファに格納
されている第１ＶｏＩＰパケットはＨＡＲＱバッファでフラッシュされる。
【０１６２】
　このような同期式ＨＡＲＱによると、動的スケジューリングの適用されるデータの再伝
送が、決められた時間より速く行われることができる。また、データの再伝送如何を送信
機と受信機の上位階層に知らせることによってＡＲＱ再伝送に従って流失したデータが復
旧できるようにする。また、最大再伝送回数（ｍａｘｉｍｕｍ　ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｈ
ＡＲＱ　ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）に関する情報を、送信機と受信機が上位階層の
シグナリングを介して共有することによって、一般的な最大再伝送回数より小さい値の最
大再伝送回数を有することができる。
【０１６３】
　以下、持続的スケジューリング情報を用いて持続的スケジューリングを活性化または変
更（ＳＰＳ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　ｏｒ　ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ）する方法、持続
的スケジューリングで再伝送を指示する方法及び持続的スケジューリングを解除する方法
に関して説明する。
【０１６４】
　まず、持続的スケジューリングを活性化する、或いは変更するために、基地局は、一般
的な動的ダウンリンクスケジューリング情報または動的アップリンクスケジューリング情
報が伝送できる。このような動的スケジューリング情報は、持続的スケジューリングが新
規のデータの伝送のためのものであるかを知らせてくれる新規データインジケータ（ｎｅ
ｗ　ｄａｔａ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ；ＮＤＩ）及び再伝送バージョンを知らせてくれるＲ
Ｖ（ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｖｅｒｓｉｏｎ）のうち少なくとも一つを含む。例えば、Ｎ
ＤＩが１ビット情報であり、ＲＶは２ビット情報とする。ＮＤＩ＝１であると新規データ
伝送を、ＮＤＩ＝０であると再伝送が指示できて、その反対も可能である。一方、新規伝
送である場合にはＲＶ＝００であり、再伝送の場合にはＲＶ＝｛０１，１０，１１｝のう
ちいずれか一つであってもよい。いずれの場合でも、前記動的スケジューリング情報が新
規データの伝送のためのものであると、持続的スケジューリングが活性化される、或いは
変更される。
【０１６５】
　次に、持続的スケジューリングで再伝送を指示するために、基地局は、一般的な動的ス
ケジューリング情報が伝送できる。ただし、基地局は、端末の一般的な識別子（ＩＤ）と
は別途に特定端末に割り当てられた持続的スケジューリング用識別子である持続的Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ（ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｃ－ＲＮＴＩ）を動的スケジューリング情報にマスキン
グ（ｍａｓｋｉｎｇ）することによって、端末は、前記動的スケジューリング情報が持続
的スケジューリングのために使われることが分かる。もちろん、１個のＨＡＲＱプロセス
が特定端末に持続的スケジューリングのために専用に割り当てられた場合、基地局は、一
般的なＣ－ＲＮＴＩを動的スケジューリング情報にマスキングして伝送することもできる
。このとき、動的スケジューリング情報は、再伝送を指示するための情報であるＮＤＩ、
ＲＶなどを含む。ここで、前記Ｃ－ＲＮＴＩは端末の識別子であって、同じ機能を遂行す
る他の用語、例えば、Ｓｔａｔｉｏｎ－ＩＤといったようなものに置き換えられることが
できる。
【０１６６】
　最後に、持続的スケジューリングを解除するために、次のような方法が使われることが
できる。ここでスケジューリング情報は、ＮＤＩ、ＲＶ、ＭＣＳのうち少なくとも二つを
含む。
【０１６７】
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　一例として、再伝送または新規データ伝送如何を知らせてくれる情報の指示する内容が
お互いに一致しない関係である時、持続的スケジューリングが解除されることを示す。例
えば、ＮＤＩは再伝送を指示して、ＲＶは新規データ伝送を示す時、これらはお互いに一
致（または共存）しない。他の例として、基地局または端末は、持続的スケジューリング
が解除されることを示すＭＡＣメッセージを伝送することによって持続的スケジューリン
グの解除を知らせることができる。
【０１６８】
　持続的スケジューリングは、ＴＤＤシステムでも適用されることができる。ＴＤＤシス
テムではサブフレーム別にダウンリンクとアップリンクが区分されるため、持続的スケジ
ューリング間隔を如何に設定するかが重要である。無線フレームの設定情報（ｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎ）に従って無線フレーム内の各サブフレームがダウンリンクまたはアッ
プリンクに割り当てられるか否かが決定される。無線フレームの設定情報は、一つの無線
フレーム内の全てのサブフレームにアップリンクとダウンリンクがいかなる規則により割
当（または予約）されるかを示す情報である。表５は、無線フレーム設定情報の一例を示
す。
【０１６９】
【表５】

　表５を参照すると、‘Ｄ’はサブフレームがダウンリンク伝送のために使われるもので
あることを表して、‘Ｕ’はサブフレームがアップリンク伝送のために使われるものであ
ることを表す。‘Ｓ’はサブフレームが特別な用途に使われるものであることを表し、例
えば、フレーム同期（ｓｙｎｃ）を合わせる、或いはダウンリンク伝送のために使われる
ものであることを表す。以下、ダウンリンク伝送のために使われるサブフレームを簡単に
ダウンリンクサブフレームといい、アップリンク伝送のために使われるサブフレームを簡
単にアップリンクサブフレームという。各設定ごとに一つの無線フレーム内のダウンリン
クサブフレームとアップリンクサブフレームの配置（ｐｏｓｉｔｉｏｎ）及び個数が相異
する。
【０１７０】
　ダウンリンクからアップリンクに変更される時点またはアップリンクからダウンリンク
に切り替えられる時点を切り替え時点（ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　ｐｏｉｎｔ）という。切り
替え時点の周期性（Ｓｗｉｔｃｈ－ｐｏｉｎｔ　ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ）は、アップリ
ンクサブフレームとダウンリンクサブフレームが切り替えられる様相が同一に繰り返され
る周期を意味して、５ｍｓまたは１０ｍｓである。例えば、設定０からみると、０番目か
ら４番目のサブフレームまでＤ→Ｓ→Ｕ→Ｕ→Ｕに切り替えられ、５番目から９番目のサ
ブフレームまで以前と同一にＤ→Ｓ→Ｕ→Ｕ→Ｕに切り替えられる。一つのサブフレーム
が１ｍｓであるため、切り替え時点の周期性は５ｍｓである。即ち、切り替え時点の周期
性は、一つの無線フレーム長さ（１０ｍｓ）より少なく、無線フレーム内で切り替えられ
る様相が１回繰り返される。
【０１７１】
　いずれの場合でも、無線フレームの長さ１０ｍｓ単位に無線フレームの構成が繰り返さ
れるため、ＴＤＤシステムにおける基地局は、持続的スケジューリング間隔を無線フレー
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ム単位に設定できる。例えば、持続的スケジューリング間隔は、１無線フレーム、２無線
フレーム、３無線フレーム…などのように決定されることができる。このような持続的ス
ケジューリング間隔は、上位階層のシグナリングにより伝送されることができる。
【０１７２】
　（７）非音性データ伝送中の切り替え
　アップリンクＶｏＩＰ伝送において、ＶｏＩＰデータだけでなく非音性データも対話区
間中に伝送されることができる。もし、端末が対話区間から沈黙区間に切り替えれば、端
末は、基地局に前記切り替えを通知する必要がある。基地局は、非音性データのための動
的スケジューリング情報とＶｏＩＰパケットのための持続的スケジューリング情報との両
方とも伝送する予定であるため、端末は、動的スケジューリング情報や持続的スケジュー
リング情報のうちいずれか一つによって割り当てられる資源を用いてＳＩＤを伝送するこ
とができる。従って、ＳＩＤの伝送にどの資源を使用するかに対する適切な決定が端末に
よって先決的に行われなければならない。この決定は、対話区間から沈黙区間へのダウン
リンクＶｏＩＰ切り替えにおいて、アップリンク場合と同じ方式に基地局によって行われ
ることができる。
【０１７３】
　以下、非音性データ伝送中の切り替え運用方法（ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　ｍａｎａｇｅ
ｍｅｎｔ　ｍｅｔｈｏｄ）を開示する。
【０１７４】
　（Ａ）アップリンク対話区間から沈黙区間への切り替え
　図２９は、アップリンク非音性データ伝送中のアップリンクＶｏＩＰパケット伝送の一
例である。この図面は対話区間中の過程を示す。
【０１７５】
　図２９を参照すると、対話区間中に、端末は、持続的スケジューリング情報に応じる持
続的スケジューリング間隔Ｐを用いてＶｏＩＰパケット＃１、＃２、＃３、…を連続的に
基地局に伝送する。また、端末は、非音性データ＃１、＃２、＃３、＃４、＃５、…を動
的スケジューリング情報に応じて順次基地局に伝送する。このようなパターンの伝送を非
音性データ伝送中のＶｏＩＰパケット伝送または対話区間中の非音性データ伝送という。
【０１７６】
　図３０は、本発明の一例に係るアップリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法を
示す流れ図である。
【０１７７】
　図３０を参照すると、端末は、アップリンク対話区間中に、基地局へのアップリンク非
音性データ伝送を遂行する（Ｓ２０１０）。段階Ｓ２０１０は、前記図２９に詳細に説明
されている。端末の伝送するアップリンクＶｏＩＰパケットがそれ以上無い時、端末は、
沈黙区間に進入（ｅｎｔｅｒ）する。それに応じて、端末は、基地局にＳＩＤを伝送して
、基地局は、端末のために割り当てられた持続的資源を解除する（Ｓ２０２０）。ＳＩＤ
は、持続的スケジューリング情報によって割り当てられる資源にマッピングされて伝送さ
れる。ＳＩＤの伝送は、沈黙区間への切り替え以後、特定の持続的伝送タイミングに発生
することができる。例えば、第１の持続的伝送タイミングが沈黙区間内で選択される。ま
たは、第２の持続的伝送タイミングや第３の持続的伝送タイミングが伝送されることもで
きる。また、ＳＩＤは、基地局が沈黙区間の活性化を感知（ｄｅｔｅｃｔ）する時まで１
回以上伝送されることができる。
【０１７８】
　ＳＩＤは、沈黙指示のためのＭＡＣまたはＲＬＣ水準のメッセージであってもよい。Ｍ
ＡＣメッセージは、ＢＳＲメッセージであってもよい。ＢＳＲメッセージは、ＭＡＣシグ
ナリングを用いて伝送される。ＢＳＲメッセージは‘バッファ状態（ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔ
ａｔｕｓ）＝ｅｍｐｔｙ（または０）’のようにバッファされた（ｂｕｆｆｅｒｅｄ）デ
ータの不在（ａｂｓｅｎｃｅ）を指示して、追加的に伝送されるアップリンクＶｏＩＰパ
ケットがそれ以上無いことを知らせる。または、ＳＩＤは、ＲＲＣ階層のメッセージであ
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ってもよい。
【０１７９】
　端末からＳＩＤを受信すると、基地局は、アップリンク沈黙区間を検出する（Ｓ２０３
０）。従って、基地局は、端末のために割り当てられた持続的資源の解除を指示する資源
解除インジケータを端末に伝送する（Ｓ２０４０）。資源解除インジケータは、持続的ア
ップリンクグラントメッセージとしてＰＤＣＣＨ上に伝送されてもよい。または、資源解
除インジケータは、ＭＡＣ、ＲＬＣまたはＲＲＣ水準のメッセージであってもよい。図３
０には示されていないが、非音性データ伝送は沈黙区間内で相変らず発生する。
【０１８０】
　図３１は、本発明の他の例に係るアップリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法
を示す流れ図である。
【０１８１】
　図３１を参照すると、端末は、アップリンク対話区間中に基地局へのアップリンク非音
性データ伝送を遂行する（Ｓ２１１０）。沈黙区間に進入した後、端末は、沈黙区間中に
持続的伝送タイミング内にＳＩＤやＶｏＩＰパケットを伝送しない。むしろ、端末は、沈
黙区間に動的スケジューリングに基づいた伝送タイミングにＳＩＤを伝送する（Ｓ２１２
０）。言い換えれば、端末は、動的スケジューリング情報に応じて非音性データ伝送のた
めに割り当てられた無線資源を用いてＳＩＤを伝送する。ＳＩＤは、多重化方式に非音性
データと共に伝送されることができる。ＳＩＤは、沈黙指示のためのＭＡＣまたはＲＬＣ
水準のメッセージであってもよい。
【０１８２】
　ＳＩＤを成功的に受信すると、基地局は、沈黙区間への切り替えを検出する（Ｓ２１３
０）。そして、基地局は、資源解除インジケータを端末に伝送する（Ｓ２１４０）。資源
解除インジケータは、持続的アップリンクグラントメッセージとしてＰＤＣＣＨ上に伝送
されてもよい。または、資源解除インジケータは、ＭＡＣ、ＲＬＣまたはＲＲＣ水準のメ
ッセージであってもよい。
【０１８３】
　（Ｂ）ダウンリンク対話区間から沈黙区間への切り替え
　図３２は、ダウンリンク非音性データ伝送中のダウンリンクＶｏＩＰパケット伝送の一
例である。図３２は、対話区間中の手順を示す。
【０１８４】
　図３２を参照すると、対話区間中、基地局は、持続的スケジューリング情報に応じる持
続的スケジューリング間隔Ｐを用いてＶｏＩＰパケット＃１、＃２、＃３、…を端末に伝
送する。また、基地局は、動的スケジューリング情報に応じて非音性データ＃１、＃２、
＃３、＃４、＃５、…を順次基地局に伝送する。このようなパターンの伝送を非音性デー
タ伝送中のＶｏＩＰパケット伝送または対話区間中の非音性データ伝送という。
【０１８５】
　図３３は、本発明の一例に係るダウンリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法を
説明する流れ図である。
【０１８６】
　図３３を参照すると、基地局は、ダウンリンク対話区間中に端末へのダウンリンク非音
性データ伝送を遂行する（Ｓ２２１０）。段階Ｓ２２１０は前記図３２に詳細に説明され
ている。基地局の伝送するダウンリンクＶｏＩＰパケットがそれ以上無い時、基地局は沈
黙区間に進入する。従って、沈黙区間内で持続的伝送タイミングには何のＶｏＩＰパケッ
ト伝送も発生しない。
【０１８７】
　沈黙区間とは関係なく、基地局は相変らず動的スケジューリングによって非音性データ
を端末に伝送することができる（Ｓ２２２０）。段階Ｓ２２２０は、非音性データ伝送が
沈黙区間中に発生できる一例に過ぎない。このとき、基地局は、これ以上ＶｏＩＰパケッ
ト伝送が発生しない時、ダウンリンク沈黙区間を検出することができる（Ｓ２２３０）。
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【０１８８】
　基地局は、特定の持続的伝送時点に持続的資源を用いて資源解除インジケータを端末に
伝送する（Ｓ２２４０）。資源解除インジケータは、持続的ダウンリンクグラントメッセ
ージとしてＰＤＤＣＨ上に伝送されてもよい。または、資源解除インジケータは、ＭＡＣ
、ＲＬＣまたはＲＲＣ水準のメッセージであってもよい。たとえ、図３３に示されていな
いとしても、非音性データ伝送は、段階Ｓ２２４０以後の沈黙区間で継続的に発生するこ
とができる。基地局は、資源解除確定メッセージを端末に伝送する（Ｓ２２５０）。資源
解除確定メッセージは、ＰＤＣＣＨ上に伝送されてもよい。この場合、持続的ダウンリン
クグラントが使われる。
【０１８９】
　図３４は、本発明の他の例に係るダウンリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法
を説明する流れ図である。
【０１９０】
　図３４を参照すると、基地局は、ダウンリンク対話区間中に端末へのダウンリンク非音
性データ伝送を遂行する（Ｓ２３１０）。段階Ｓ２３１０は、図３２に詳細に説明されて
いる。基地局は、対話区間から沈黙区間に切り替える。沈黙区間とは関係なく、基地局は
、相変らず動的スケジューリングに応じて非音性データを端末に伝送することができる（
Ｓ２３２０）。基地局は、沈黙区間を検出する時まで持続的資源を解除しない。このとき
、基地局は、ＶｏＩＰパケットの伝送なしに２～３回の持続的伝送タイミング以後にダウ
ンリンク沈黙区間を検出することができる（Ｓ２３３０）。
【０１９１】
　基地局は、資源解除インジケータを端末に伝送する（Ｓ２３４０）。資源解除インジケ
ータは、ＭＡＣ、ＲＬＣ、またはＲＲＣ水準のメッセージであってもよい。または、資源
解除インジケータは、新しいフォーマットタイプの制御メッセージである。一例として、
資源解除インジケータは、非音声データと多重化されて伝送されてもよい。この場合、資
源解除インジケータは、動的スケジューリングによって割り当てられた資源にマッピング
される。
【０１９２】
　他の例として、資源解除インジケータは、非音性データと多重化されないまま、元来非
音性データ伝送のために割り当てられた動的資源にマッピングされて伝送されてもよい。
【０１９３】
　また、他の例として、資源解除インジケータは、資源解除インジケータの伝送のために
割り当てられた動的資源にマッピングされて伝送されてもよい。従って、資源解除インジ
ケータは、ダウンリンクグラントに応じるＰＤＣＣＨ上に伝送されてもよい。
【０１９４】
　非音性データ伝送は、図３４に示されていないが、段階Ｓ２３２０以後の沈黙区間で相
変らず発生することができる。基地局は、資源解除確定メッセージを端末に伝送する（Ｓ
２３５０）。資源解除確定メッセージは、ＰＤＣＣＨ上に伝送されてもよい。この場合、
持続的ダウンリンクグラントが使われる。
【０１９５】
　（Ｃ）アップリンク沈黙区間から対話区間への切り替え
　図３５は、本発明の他の例に係るアップリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法
を説明する流れ図である。
【０１９６】
　図３５を参照すると、端末は、沈黙区間内の動的スケジューリングに応じてアップリン
ク非音性データを基地局に伝送する（Ｓ２４１０）。沈黙区間から対話区間への切り替え
が発生する時、端末は、基地局にＶｏＩＰパケットのための持続的資源を割り当てるよう
に要請する。この手順は、対話区間インジケータ（Ｔａｌｋ　Ｐｅｒｉｏｄ　Ｉｎｄｉｃ
ａｔｏｒ；ＴＰＩ）を基地局に伝送することによって遂行される（Ｓ２４２０）。ＴＰＩ
は、単独に伝送されてもよく、或いはアップリンク非音性データと多重化されて伝送され
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てもよい。ＴＰＩは、アップリンク動的スケジューリングによって割り当てられた無線資
源にマッピングされる。持続的資源は、沈黙区間中に解除され、アップリンク非音性デー
タ伝送が相変らず進行されているため、端末は、ＴＰＩの伝送に動的資源を使用すること
ができる。
【０１９７】
　ＴＰＩは、ＳＩＤと同じメッセージフォーマットを有してもよい。ＴＰＩ及びＳＩＤは
、メッセージフォーマット内の指示フィールド（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｆｉｅｌｄ）に
よって区別されることができる。ＴＰＩは、ＭＡＣ、ＲＬＣまたはＲＲＣ水準のメッセー
ジであってもよい。ＭＡＣメッセージは、ＢＳＲメッセージであってもよい。ＢＳＲメッ
セージは、ＭＡＣシグナリングを用いて伝送される。
【０１９８】
　ＴＰＩを伝送した後、端末は、持続的にスケジュールされた資源（または持続的資源）
を用いてＶｏＩＰ再活性化（ｒｅａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）メッセージを基地局に伝送する
（Ｓ２４３０）。一例として、持続的にスケジュールされた資源は、以前の持続的スケジ
ューリングによる切り替え以前に割り当てられたものであってもよい。このとき、端末は
、以前の持続的資源を再使用して黙示的に（ｉｍｐｌｉｃｉｔｌｙ）ＶｏＩＰ再活性化メ
ッセージを伝送することができ、これは基地局による持続的アップリンクグラント伝送の
ような追加的なシグナリング手順が不必要であることを意味する。これをＶｏＩＰ再活性
化メッセージの黙示的伝送という。
【０１９９】
　他の例として、持続的にスケジュールされた資源は、ＶｏＩＰ再活性化メッセージの伝
送のために基地局によって新しく割り当てられた資源であってもよい。従って、端末は、
ＶｏＩＰ再活性化メッセージの伝送前にＰＤＣＣＨ上に新しい持続的アップリンクスケジ
ューリング情報を受信しなければならない。これをＶｏＩＰ再活性化メッセージの明示的
（ｅｘｐｌｉｃｉｔ）伝送という。
【０２００】
　ＶｏＩＰ再活性化メッセージは、ＭＡＣ、ＲＬＣ、またはＲＲＣ水準のメッセージであ
ってもよい。ＶｏＩＰ再活性化メッセージを伝送した後、端末は、持続的スケジューリン
グ間隔以後、持続的にスケジュールされた資源を用いてＶｏＩＰパケットを基地局に伝送
する（Ｓ２４４０）。
【０２０１】
　（Ｄ）ダウンリンク沈黙区間から対話区間への切り替え
　図３６は、本発明の他の例に係るダウンリンク非音性データ伝送中の切り替え運用方法
を説明する流れ図である。
【０２０２】
　図３６を参照すると、基地局は、沈黙区間で動的スケジューリングに応じてダウンリン
ク非音性データを端末に伝送する（Ｓ２５１０）。沈黙区間から対話区間への切り替えが
発生した時、基地局は、切り替えを端末に通知するためにＴＰＩを伝送する（Ｓ２５２０
）。ＴＰＩは、単独に伝送されてもよく、或いはダウンリンク非音性データと共に多重化
されてもよい。ＴＰＩは、ダウンリンク動的スケジューリングによって割り当てられた無
線資源にマッピングされる。持続的資源は沈黙区間中に解除され、また、ダウンリンク非
音性データ伝送が進行中であるため、基地局は、ＴＰＩ伝送のために動的資源を活用する
ことができる。
【０２０３】
　ＴＰＩを伝送した後、基地局は、持続的にスケジュールされた資源を用いてＶｏＩＰ再
活性化メッセージを端末に伝送する（Ｓ２５３０）。一例として、持続的にスケジュール
された資源は、以前の持続的スケジューリングによって割り当てられた資源であってもよ
い。このとき、基地局は、以前に持続的資源を再使用して黙示的にＶｏＩＰ再活性化メッ
セージを伝送することができ、これは持続的ダウンリンクグラント伝送のような別途のシ
グナリング手順が不必要であることを意味する。
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　他の例として、持続的にスケジュールされた資源は、ＶｏＩＰ再活性化メッセージの伝
送のために基地局によって新しく割り当てられた資源であってもよい。従って、基地局は
、まずＰＤＣＣＨ上に新しい持続的ダウンリンクスケジューリング情報を伝送して、新し
い持続的ダウンリンクに応じてＶｏＩＰ再活性化メッセージを伝送する。これをＶｏＩＰ
再活性化メッセージの明示的伝送という。
【０２０５】
　ＶｏＩＰ再活性化メッセージを伝送した後、基地局は、持続的にスケジュールされた資
源を用いてＶｏＩＰパケットを端末に伝送する（Ｓ２５４０）。
【０２０６】
　前述した全ての機能は、前記機能を遂行するようにコーディングされたソフトウェアや
プログラムコードなどにともなうマイクロプロセッサ、制御機、マイクロ制御機、ＡＳＩ
Ｃ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉ
ｔ）などのようなプロセッサにより遂行されることができる。前記コードの設計、開発及
び具現は、本発明の説明に基づいて当業者に自明であるといえる。
【０２０７】
　以上、本発明に対して実施例を参照して説明したが、該当技術分野の通常の知識を有す
る者は、本発明の技術的思想及び領域から外れない範囲内で、本発明を多様に修正及び変
更させて実施することができる。従って、前述した実施例に限定することなく、本発明は
特許請求の範囲内の全ての実施例を含む。
【符号の説明】
【０２０８】
１０　端末
２０　基地局
３０　ａＧＷ
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